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序文

ひたちなか市は，関東地方の北東部，那珂川の河口の左岸に位置しております。関

東平野の北端にほど近く，阿武隈山系へとつながる那珂台地が市域の大半を占めてお

りますが，那珂川沿いは水田の広がる沖槙低地であり，東側は太平洋に面し，その海

岸には砂丘や磯が広がるなど，大変バラエティに富んだ景観を呈しています。

このように海・山・川がバランスよくそろった多様な自然環境に恵まれたひたちな

か市域は，原始・古代から人々の生活の地として栄えており，面積 99.04k面の市域

には合計約三百数十箇所にのぼる埋蔵文化財包蔵地が確認されております。

このなかでも古墳時代の埴輪作りの村である馬渡埴輪製作遺跡や装飾壁画で知られる

虎塚古墳は国の史跡指定を受け，市を代表する遺跡として市民の誇りであるとともに，

研究者等の注目も集めております。

このようにひたちなか市は緑豊かな自然に恵まれ，人口も僅かながら増加を続けて

おりますが，その代償として毎年活発な開発行為等が行われており，それに伴う発掘

調査により多くの埋蔵文化財が出土しております。やむを得ぬ理由で失われていく文

化財を少しでも後世に遺していくため，この市内遺跡発掘調査事業は，大きな意義を

持っています。

今年度は，ひたちなか市文化・スポーツ振興公社に委託し，市内 11箇所の埋蔵文

化財包蔵地内において調査を実施いたしました。専門性豊かな職員を擁する同公社の

手によって調査が行われることによって，出土した貴重な文化財がより有効に活用さ

れるであろうと考えております。

最後になりますが，快く調査のご承諾をいただきました地権者や関係各位，また調

査に参加されました皆様に感謝巾し上げますとともに，本報告書が郷土ひたちなかの

歴史について，新たな知見を加え，市民の皆さんが歴史に触れる縁となれば幸甚に存



例ロ

1 本書は，平成 23年度国・県費補助事業として，ひたちなか市教育委員会の委託を受けて，財団法人ひたちなか市生活・

文化・スポーツ公社が実施したひたちなか市内の埋蔵文化財発掘調査報告因である。

2 本書は，平成 23年 1月から 12月にかけて実施された発掘調査についての報告であり，津田若宮遺跡・岡田遺跡・

東石川内後遺跡・金上向山遺跡・飯塚前遺跡・西中根遺跡・三反田新堀遺跡・磯崎東古墳群• 畠ノ原遺跡・金上塙遺跡

の計 10遺跡について， 10件の試掘・確認調査を実施し，三反田蜆塚遺跡の 1件について本調査を実施した。調査期

間は次のとおりである。

津田若宮遺跡 2011年2月 1日-2日 岡田遺跡

東石川内後遺跡 2011年3月9日-25日 金上向山遺跡

飯塚前遺跡 2011年6月7日-9日 西中根遺跡

三反田蜆塚遺跡 2011年7月22日-8月23日三反田新堀追跡

磯崎東古墳群 2011年8月30日-9月24日 畠ノ原遺跡

金上塙遺跡 2011年 11月30日-12月6日

2011 年 2 月 8 日~10 日

2011 年 4 月 26 日~5 月 14 日

2011 年 6 月 16 日~22 日

2011 年 8 月 3 日~6 日

2011 年 11 月 24 日~12 月 8 日

3 発掘調査および整理報告は，ひたちなか市教育委員会文化振興室の指導のもとに，財団法人ひたちなか市生活・文化・

スポーツ公社の文化課文化財調査事務所が実施したものであり，組織は次のとおりである。

理事長 松本正宏
副理事長 木下正善
常務理事 兼 山隆 山田博

理 事
佐藤良冗 武 藤猛 薄井宏安 植和美 大和田健 綱川正
打越秋一 雨宮久美子 興野正憲 飯塚敏晴 村上剛久 柏原実

.nn. 臨 事 住谷勝男 佐藤大
課 長 西野均

文化課 胤I参畢廉慄長椅佐廉尻長 鈴木素行
文化財調査 係 長 佐々木義則桑原さと子
事務所 主 幹 稲田健一

嘱 託 菊池順子 鈴鹿八重子

4 発掘調査の従事者は次の通りである。

調査員：佐々木義則

調査補助員：石井雅志，海老原四郎，坪内治良，廣水一真，福原雅美，矢野徳也，渡辺恵子

5 整理作業及び本書の作成に従事したものは，次の通りである。

後藤芳文

青木千歌子，稲田健一，海老原四郎，小貫栄子，菊池順子，桐嶋美子，栗田昌幸，後藤みち子，佐々木義則，

佐藤富美江，鈴鹿八甫子，鈴木素行，西野陽子，廣水一真，矢野徳也，渡辺恵子

6 本書は，佐々木義則が編集した。

7 本脅の執筆と分担は以下のとおりである。

栗田昌幸（調杏経緯） 鈴木素行（弥生時代以前の出士遺物） 矢野徳也（町屋石について）

稲田健一（三反田蜆塚追跡第 3次調査第 8号住居跡出土追物） 佐々木義則（左記以外）

8 発掘調査の出土資料は，ひたちなか市埋蔵文化財調査センターで一括保存している。

9 本轡の作成にあttっては勺次の方々に御協力和賜った＾記して成謝の章和表する次第である＾
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表 目次

1 追物図の縮尺は，原則として 1/4, 1/2である。

2 遺構図の方位は磁北を使用している。

3 追構図にみられる「k」の記号は攪乱を示す。

4 遺物図における断面の表現は，黒塗りが須恵器であ

ることを示す。



ー 概 要
ける個人住宅建設件数も増加の一途をたどり， そうした

ひたちなか市は，茨城県の中央部に位置し，面積

99.04嵐 人口 約 15万7千人（平成 24年 1月末）を

擁する地方中心都市である。市域南側を東流する那珂川

は栃木県那須岳に源を発し，茨城県のほぼ中央部を東西

に横断し太平洋へと注ぐ全長 150kmの河川であり，古

くから流域の文化形成に大きな役割を果たしてきた。本

市は， この那珂川河口左岸域に位岡する。市域は那珂川

の支流である中丸川・大川• 本郷川により開析され，小

支谷が発達する。市域の北側を東流する新川付近の低地

は，近世まで真崎浦という入り江であったが，現在は広

く水田化され，東海村との境となっている。

現在市内には，約360か所の追跡が所在する。市域

では昭和30年ごろから都市化が進み，周知遺跡内にお

事態に対応すべく，昭和 54(1979)年から，国・県の

補助を受け，市教育委員会を主体とした市内遺跡発掘調

査事業を継続して実施してきた。市内遺跡発掘調査は市

内各地で実施されてきたこともあり，市域の埋蔵文化財

の全体的状況を知る上で，

となっている。

その調査の成果は貴重な資料

平成20年度から，市内遺跡発掘調査は市教育委員会

から財団法人ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社に

委託されるようになり，公社が主体となり実施されるよ

うになった。本年度はその 4年目となるが， 11カ所の

遺跡において，試掘調査 10件，本調査 l件が実施され，

三反田蜆塚遺跡における古墳時代後期住居跡の調査や，

磯崎東古墳群における古墳•石室の確認等の成果を得て

いる。
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II 試掘調査報告

l 津田若宮遺跡

(1)過去の調査

津田若宮遺跡は過去に 7次の調査が実施され，住居跡

は 14基検出されている。縄文時代の住居跡は中期を主

体とするようであり，台地縁辺部に位置する第6次調査

200m 

,,,ooo 

第 2図津田若宮遺跡の調査地点

第2表津田若宮遺跡調査一覧

次 調査年度 調査主体 調査種別

1 1981 勝田市教委 本調査

2 1982 勝田市教委 本調査

3 1983 勝田市教委 本調査

4 1985 勝田市教委 本調査

5 1993 勝田市教委 試掘調査

6 1997 市教委

7 2001 市教委

文献

1 昭和56年度市内遺跡発掘調査報告書

2 昭和58年度市内遺跡発掘調査報告書

3 昭和60年度市内遺跡発掘調査報告書

4 平成5年度市内遺跡発掘調査報告書

5 津田若宮遺跡発掘調査報告書

6 平成13年度市内遺跡発掘調査報告書

本調査

本調査

遺構

住居跡2,土坑2

住居跡1

住居跡3,土坑 1

住居跡2

なし

住居跡4,土坑

住居跡2

文献

1 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

区で2基検出されている。古墳時代前期の住居跡は．第

1• 2• 4• 7次調査区で 5基検出されていることから

みて，遺跡東方の谷に沿うように集落域が広がるのがわ

かる。また古墳時代中期と後期それぞれ l基ずつの住

居跡が第3次調査区で検出されており．縄文中期同様台

地縁辺部に集落を形成するようである。奈良時代の住居

跡は第 1次調査区で 1基検出されている。

(2)第8次調査報告

調査経緯 大字沖田字若宮 3445-1に所在する土地

について個人住宅建築の計画があり「埋蔵文化財の所在

の有無及びその取扱いについて」の照会文書が提出され

た。現地は津田若宮遺跡に当たっており，踏査を行なっ

たところ．士師器片などの遺物の散布を認めた。教育委

員会は建築•土木工事を行なう際は事前に試掘調査を必

要とする旨の回答を行なった。続いて，文化財保護法

93条 1項に基づく届出が提出されたため，茨城県教育

委員会にそれを進達するとともに，試掘調査についてひ

たちなか市文化・スポーツ振興公社に依頼した。試掘

調査は 2月 1日-2月2日にかけて行われた。

調査結果 調査地は，台地縁辺部から 180mほど

離れた地点に位置し．平坦な地形を呈する。調査時は荒

地である。調査対象地内に 4本のトレンチを設定し．重

機による表土除去を実施した。確認面までの深さは 0.7

-0.8mを測る。調査の結果 4基ずつ並列する径30

cm程のピットが8基検出された。おそらく堀立柱建物

跡になると思われる。遺物はなく時期は不明である。
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竺
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第3図津田若宮遺跡第8次調査区
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第4図 岡田遺跡の調査地点

第3表岡田遺跡調査一覧

次 調査年度 調査主体 調査種別 遺構

1 1982 勝田市教委 試掴 なし

2 1983 勝田市教委 本調査 住居跡 3<+王台1,古墳後期 2)

3 1985 勝田市教委 試掘 住居跡 2(古墳後期1,不明 1)

勝田市教委 本調査
住居跡 3(8世紀1,9世紀1、不明 1),

4 1990 
竪穴遺構 1

5 1991 勝田市教委 試掘 なし

6 1997 市教委 本調査
住居跡 5(十王台 1,古墳浚期1 B世

紀 2, 9世紀 1)

7 2003 市教委 試掘 なし

8 2005 市教委 試掴 なし

， 2006 市教委 試据 なし

10 2006 市教委 試掘 住居跡 2(時期不明）

11 2006 市教委 試掘 なし

12 2006 市教委 本調査 住居跡 1(+王台）

13 2006 市教委 試掘 なし

14 2006 市教委 試掘 住居跡 （時期不明）

15 2007 市教委 試揺 住居跡 1(時期不明）

16 2007 市教委 本調査 住居跡 1(古墳後期）， 溝 1

17 2007 市教委 試掘 住居跡 1(時期不明）

18 2010 公社 試掘 住居跡 2<+王台 1、時期不明 1)

文献

1 昭和 57年度市内追跡発掘調査報告書

2 昭和 58年度市内遺跡発掘調査報告吉

3 昭和 60年度市内遺跡発掘調査報告書

4 平成元年度市内追跡発掘調査報告舌

5 岡田遠跡発掘調査報告書

6 平成15年度ひたちなか市内遺跡発掘調査報告警

7 平成 17年度ひたちなか市内遺跡発掘調査報告書

8 平成 18年度ひたちなか市内迫跡発掘調査報告書

9 平成 19年度ひたちなか市内遺跡発掘調査報告書

10 平成21年度ひたちなか市内遺跡発掘調査報告書

文献

1 

2 

3 

4 

なし

5 

6 

7 

なし

8 

8 

8 

8 

なし

， 
， 
， 
10 
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2 岡田遺跡

(1)過去の調査

岡田遺跡においては，これまで 18次に

及ぶ調査が実施され， 21基に及ぶ住居跡

が検出されている。その住居跡数を時期別

にみると，弥生時代後期 c+王台式期） 4 

基 古墳時代後期5基，8世紀3基 9世

紀2基時期不明7基となり，弥生時代後

期，古墳時代後期，奈良•平安時代の集落

が認められる。これまでの住居跡の検出状

況からみると，弥生 ・古墳時代の集落は遺

るようである。

(2)第 19次調査報告

調査経緯 大字三反田字八幡 3553-1,3555-1に

所在する士地について集合住宅建築の計画があり 「埋蔵

文化財の所在の有無及びその取扱いについて」の照会文

書が提出された。現地は岡田遺跡に当たっており，踏査

を行なったところ，土師器片などの遺物の散布を認めた。

教育委員会は建築•土木工事を行なう際は事前に試掘調

査を必要とする旨の回答を行なった。続いて，文化財保

護法 93条 l項に基づく届出が提出されたため， 茨城県

教育委員会にそれを進達する とともに， 試掘調査につい

てひたちなか市文化・スポーツ振興公社に依頼した 。

試掘調査は 2 月 8 日~2 月 10 日にかけて行われた。

調査結果 調査地は那珂川を臨む台地縁辺部に立地

する。現状では平坦な地形を呈しているが，台地縁辺部

は盛土が施されていることが今回の調査で確認されてい

るので， 本来は那珂川に向かい緩く傾斜した地形であっ

たのだろう。調査時は畑地であった。調査対象地内に 5

本のトレンチを設定し，重機による表土除去を実施した。

確認面までの深さは0.2-1.0mを測る。調査の結果，

住居跡は 6基確認された。住居跡の時期は，弥生時代

後期 c+王台式期） 4基 (2・4・5・6住），古墳時代

前期 l基 (3住），時期不明 (1住）である。1住は覆

土中より窟補強材に用いられたと思われる泥岩片が出土

していることから，縦出現以後である古墳時代後期以後

の住居跡になる可能性がある。 6住は床が部分的に確認
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文様：太沈線文
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注記： 5トレマイボツ谷Nll1 

時代時期：縄文時代早期（沈

線文系） 器種：深鉢形土器

法量：口径 128mm(残存率

15%) 文様：無文（撫で調整）
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A L=21. 8m B 18 出土位懺： 5トレ

埋没谷注記： 5トレマ

□ 
埋没谷AB土層断面

1 暗褐色（表土）

2 暗褐色 （盛土）

3 明褐色 （ローム土多羹混じる）

C L=21. 9m 

4 黒褐色 ― 
5 明褐色 （ローム土混じる）
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4 明褐色 （ローム粒多呈含む 4 明褐色 （ローム粒・ローム小ブ 4 暗褐色 （黒褐色土少呈含む）

ローム大ブロック含む） ロック多呈含む。黒褐色土混じる）

5 褐色 （ローム粒含む） 5 明褐色 （ローム土混じる）

5住

゜
2m (1/40) 

1/40 

第6図 岡田遺跡第 19次調査区土層断面

イボツ谷1-To.l 時代時期 ：

縄文時代早期（条痕文系）

器種：深鉢形士器 文

様：外面撫で調整，内面

撫で調整突起状の貼付

備考：胎土に繊維を少

蜃含む

19 出士位置： 5トレ

埋没谷注記 ：5トレマ

イボツ谷1-To.2 時代時期：

縄文時代早期 （条痕文系）

器種：深鉢形土器 文

様：外面撫で調整・凹線

による渦状文，内面撫で

調整備考 ：胎土の繊維

含有は不明

第8図

1 出土位贋： 5トレ埋

没谷注記： 5トレマイ

ボツ谷No.1 時代時期：

縄文時代早期 （条痕文系）

器種： 深鉢形土器 法

量：口径 225m (残存率

面条痕文・貝殻腹縁文，内面条痕文・貝殻腹縁文備考：胎土の繊維含

有は不明

13 出土位贋：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.1 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形士器 文様：外面条痕文・貝殻

腹縁文，内面条痕文 備考：胎土に繊維を少量含むか

14 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器 文様：外面条痕文・刺突

文 (2列が観察できる），内面不明 備考：胎土の繊維含有は不明

15 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.1 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形士器 文様：外面条痕文•刺突

文 (4列が観察できる），内面条痕文・撫で調整 備考：胎土に繊維を少

量含むか

16 出士位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.1 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器 文様 ：外面撫で調整 • 沈

線文•刺突文，内面撫で調整備考：胎土の繊維含有は不明

17 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.1 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器 文様 ：外面撫で調整 ・隆

帯貼付 (2条が観察できる ），内面撫で調整 備考 ：胎土に繊維を少量含

む

12%) 文様：外面条痕文，内面条痕文 備考 ：胎土に繊維を少量含む

2 出土位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NuI 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形土器法量：最大径 168皿（残

存率 16%) 文様：外面条痕文，内面条痕文備考：胎上に繊維を少量

含む

3 出土位憧： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷油2 時代時期 ：

縄文時代早期 （条痕文系） 器種 ：深鉢形土器 法量：最大径66mm (残

存率 15%) 文様：外面撫で調整，内面条痕文・撫で調整 備考：胎土

の繊維含有は不明

4 出士位憤： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NuI 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器 法量：最大径 114呵 （残

存率20%) 文様：外面撫で調整，内面条痕文 備考：胎土に繊維を含む，

内面に炭化物付着

5 出士位贋 ：5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷No.2 時代時期 ：

縄文時代早期（条痕文系） 器種： 深鉢形土器 法量：最大径 164呵（残

存率 14%) 文様 ：外面撫で調整，内面撫で調整 備考：胎土に繊維を

少蜃含む

6 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷Nu2 時代時期 ：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形土器 法量 ：残存高 128mm, 

-6-
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第7図 岡田遺跡第 19次調査区出土遺物 (1)

口径 102mm(残存率 13%) 文様：外面撫で調整，内面撫で調整 備考 ：

胎土に繊維を少量含む

7 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷Nu1 時代時期 ：

縄文時代早期 （条痕文系） 器種 ：深鉢形土器 法 量 ：最大径98mm (残

存率 15%) 文様 ：外面撫で調整，内面撫で調整 備考： 胎土の繊維含

有は不明， 上端は擬口縁

8 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷NCl2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形士器法量 ：最大径 88mm (残

-7-
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第8図 岡田遺跡第 19次鯛査区出土遺物 (2)

存率 15%) 文様：外面撫で調整，内面撫で調整 備考：胎土に繊維を

少量含む

9 出土位鷹： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NClI 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器法塁：最大径49m(残

存率30%) 文様 ：外面条痕文，内面条痕文 備考：底部付近に回転さ

れて付いたような擦痕が観察される，胎土に繊維を少呈含む

10 出上位潰： 5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷NCl2 時代時

期：縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器 法量：最大径82m

（残存率 215%) 文様 ：外面撫で調整，内面撫で調整 備考：底部付近

に回転されて付いたような擦痕と窪みが観察される，胎土に繊維を少量

含む

第9図

出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷No.2 時代時期 ：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形土器 文様： 口唇部刻み（棒状

工具），外面沈線文もしくは条痕文，内面撫で調整 備考 ：胎士に繊維

を少量含む

2 出土位置 ：4トレ表土注記： 4トレ表土 時代時期：縄文時代早

期（条痕文系） 器種：深鉢形士器文様：口唇部刻み（棒状工具），外

面沈線文もしくは条痕文，内面撫で調整 備考：胎土に繊維を少母含む

3 出土位饂 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 時代時期 ：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形土器 文様 ：口唇部刻み（棒状

工具 ），外面条痕文 ・撫で調整， 内面撫で調整 備考： 胎土に繊維を少

量含む

4 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 時代時期：

縄文時代早期 （条痕文系） 器種：深鉢形土器 文様：口唇部刻み （角棒

状工具）． 外面条痕文 ・撫で調整． 内面撫で調整 備考： 胎土の繊維含

有は不明

5 出土位圏： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu1 時代時期 ：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：口唇部刻み（角棒

状工具），外面撫で調整．内面撫で調整 備考：胎士の繊維含有は不明

6 出士位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形士器 文様：口唇部刻み（棒状

-8-
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第9図 岡田遺跡第 19次調査区出土遺物 (3)

工具），外面撫で調整，内面撫で調整 備考 ：胎土の繊維含有は不明

7 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形土器 文様 ：口唇部刻み（棒状

工具），外面撫で調整，内面条痕文 備考：胎土の繊維含有は不明

8 出土位置： 5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷Na2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：口唇部刻み（棒状

工具），外面撫で調整，内面撫で調整 備考 ：胎士の繊維含有は不明

9 出土位屈： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷l'h1 時代時期 ：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形土器 文様：外面撫で調整，内

面撫で調整 備考：胎土の繊維含有は不明，押圧により 口縁が内外に波

打つ

10 出土位懺：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷NaI 時代時期：

縄文時代早期 （条痕文系） 器種 ： 深鉢形士器文様：外面撫で調整 •細

かな条痕文，内面撫で調整備考： 胎土に繊維を少量含む

11 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.I 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文．内面

撫で調整 備考：胎土に繊維を少量含む

12 出土位腐：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷Nu2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整， 内

面条痕文・撫で調整 備考：胎士に繊維を少星含む

13 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.I 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種 ：深鉢形土器文様：外面条痕文 ・撫で

調整か．内面条痕文 ・撫で調整か 備考 ：胎士に繊維を含む

14 出士位置 ：5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷Nul,No.2

-9-



第 10図 岡田遺跡第 19次調査区出土遺物 (4)
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時代時期：縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形士器文様：外面撫

で調整内面撫で調整備考：胎土に繊維を少量含む

15 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nul,Nu2

時代時期：縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫

で調整，内面撫で調整 備考：胎土に繊維を少量含む

16 出土位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整備考：胎士に繊維を少量含む

17 出士位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整備考：胎士に繊維を少量含む

18 出士位置： 4トレ表士注記： 4トレ表士 時代時期：縄文時代

早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内面撫で調

整備考：胎士の繊維含有は不明，内面に凸凹あり

19 出士位憧：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整 備考：胎土に繊維を少量含む

20 出土位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NuI 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整備考：胎士に繊維を少量含む，内外面に凸凹あり

21 出士位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NuI 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形士器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整備考：胎士に繊維を少量含む

22 出士位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NuI 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整備考：胎士に繊維を少犀含む

23 出士位懺：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整 備考：胎土の繊維含有は不明

24 出土位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NuI 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面撫で調整，内

面撫で調整備考：胎士に繊維を少量含む

25 出士位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷NuI 時代時期：

岬ナ呼Iや日即（冬疸サ玄＼ 要珂・茨紐彩＋要 サ祥・ 外而色で呵舷？由

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形士器文様：外面条痕文．内面

条痕文備考：胎土に繊維を少量含む

4 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文．内面

条痕文備考：胎土に繊維を少量含む

5 出土位置： 4住覆上注記： 4住フク土時代時期：縄文時代早期

（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文，内面条痕文備考：

胎土に繊維を少量含む

6 出土位憤： 4住覆土注記： 4住フク土時代時期：縄文時代早期

（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文．内面条痕文備考：

胎士に繊維を少量含む

7 出士位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文．内面

条痕文備考：胎土に繊維を少景含む

8 出士位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na1 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文・撫で

調整，内面条痕文 備考：胎土に繊維を少量含む

9 出土位骰： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文・撫で

調整．内面条痕文・撫で調整 備考：胎土に繊維を少量含む

10 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷Na1 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形士器文様：外面条痕文・撫で

調整．内面条痕文・撫で調整 備考：胎士に繊維を少量含む

11 出士位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文．内面

条痕文備考：胎土に繊維を少景含む

12 出土位置：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文，内面

条痕文備考：胎上の繊維含有は不明

13 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷Na1 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器文様：外面条痕文．内面

撫で調整備考：胎士に繊維を少量含む

14 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷Na1 時代時期：

岬サ呼住曰即！冬疸寸玄＼ 煕師・迩吐平＋要寸坪・村布冬疸ウ中而
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第 11図 岡田遺跡第 19次調査区出土遺物 (5)

面撫で調整 備考：胎土に繊維を少量含む

18 出士位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.2 時代時期：

縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器 文様：外面撫で調整．内

面撫で調整備考 ：胎土に繊維を少呈含む

19 出土位置：5トレ埋没谷 注記：5トレマイボツ谷No.2 時代時期：

縄文時代早期 （条痕文系） 器種：深鉢形士器 文様：外面撫で調整，内

面撫で調整備考：胎土に繊維を少量含む．内外面にげっ歯類が酪った

ような痕跡あり

20 出士位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷No.l, No.2 

時代時期：縄文時代早期（条痕文系） 器種：深鉢形土器 文様 ：外面条

痕文・撫で調整，内面条痕文・撫で調整 備考：胎士の繊維含有は不明，

金雲母の細片を多量に含む異質な胎土

第 11図

1 出土位饂： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷No.l 器種：削

器石材 ：珪質頁岩法量 ：長さ 62mm, 幅 51mm, 厚さ 7mm 重量 ：

27.2 g 備考 ：剥片の剥離面と調整加工の剥離面の風化の進行が異なる

ことから， 1日石器時代の剥片が縄文時代に再利用されるというよう な，

時期の古い剥片を利用した可能性がある

2 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷No.I 器種：剥

片石材 ：ガラス質黒色安山岩法量 ：長さ 23mm, 幅 29mm, 厚さ 6

mm 重量： 4.5 g 備考：破片。表面の風化の進行状態から1B石器時代

の可能性がある

第 12図

1 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷No.2 器種：礫

器石 材 ：ホルンフェルス法置：長さ 71mm, 幅 55mm, 厚さ 12mm 

軍量： 71.4 g 

2 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷No.I 器種 ：打

製石斧石材：蛇紋岩法量 ：長さ 72mm 幅 43mm, 厚さ23mm 重量 ：

55.8 g 備考 ：破片，表面と裏面の礫面に研磨痕あり（網部分）

3 出土位慨： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷No.2 器種：打

製石斧石材：ホルンフェルス法量：長さ 89mm, 幅 55mm, 厚さ 30

皿 重量： 187.0 g 備考 ：剥片素材

4 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NoI 器種 ：打

製石斧石材：粘板岩法量：長さ 82llllll, 幅 39llllll, 厚さ 19llllll 重量：

106.2 g 備考：表面に研磨痕（網部分）と敲打痕あり

5 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 器種 ：礫

器石材：ホルンフェルス法量： 長さ84llllll, 幅 5311llll,厚さ 25llllll 

重量： 108.7 g 備考：表面から裏面に研磨痕あり

第 13図

1 出士位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷油2 器種 ：敲

石石材 ：石英斑岩法量 ：長さ 130llllll, 幅 78llllll, 厚さ 51皿 重量：

486.5 g 備考 ：長軸両端の2箇所を使用，被熱による変色（赤化）が

認められる

2 出士位置 ：5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷Nu1 器種 ：敲

石石材 ：ホルンフェルス法量 ：長さ 100llllll, 幅 5711llll,厚さ 46llllll 

重量： 289.6 g 備考 ：側面を使用．破断面との稜部分も使用，被熱

による変色（赤化）は敲石として使用する以前のもの

3 出士位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 器種 ：敲

石石材：凝灰岩法量：長さ 85llllll, 幅 4011llll, 厚さ 27llllll 重量 ：

105.0 g 備考： 側面との稜部分及び破断面との稜部分を使用， 被熱に

よる変色（赤化）が認められる

4 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na2 器種：

敲石石材 ：玲岩法量：長さ 80mm,幅 53llllll, 厚さ 5011llll 重星 ：

257.6 g 備考：側面及び端部の2箇所を使用．被熱による変色（赤化）

と亀裂が認められる

5 出土位贋 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 器種 ：磨

石・敲石石材：安山岩法量：長さ 50mm,幅43mm, 厚さ 3411llll 重量：

59.5 g 

6 出土位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NuI 器種 ：磨

石・ 敲石石材：砂岩法量 ：長さ 11811llll,幅 115llllll, 厚さ 51mm 重

量： 971.3 g 備考：裏面にガジリあり

7 出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 器種 ：磨

-12-
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第 12図 岡田遺跡第 19次調査区出土遺物 (6)

石

石8 

石材 ：安山岩 法量：長さ 62mm, 福 48mm, 厚さ 35mm 

142.5 g 717.6 g 

，
 

出土位置： 5トレ埋没谷

石材：安山岩

285.2 g 

注記： 5トレマイボツ谷Nu2 器種：磨

法量：長さ 68mm, 福 82mm, 厚さ 37mm 

直量：

備考：裏面にガジリあり

出土位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Na1 

重量：

磨石

10 

磨石

石材 ：砂岩 法量：長さ 107mm, 幅 88mm, 限さ 55mm 

出土位置 ：5トレ埋没谷

器種： 11 

石材 ：ホルンフェルス

注記： 5トレマイボツ谷No.1 

直量 ：

器種：

法量 ：長さ 81mm, 幅 62mm, 厚さ 27mm 

重星 ：201.0 g 

出土位置 ：5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷Nu2 器種：

-13-
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石皿もしくは砥石石材：砂岩法量：長さ 41mm, 幅44mm, 厚さ 37

mm 重量： 103.3 g 備考：被熱による変色（赤化）が認められる

12 出士位置： 5トレ埋没谷 注記： 5トレマイボツ谷NClI 器種：

砥石石材：軽石法量：長さ 39mm, 幅 35mm, 厚さ I6 mm 重量： 3.7 

g 

第 14図

1 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：壷形土器文様：口唇部付加条縄文 (LR+2 R), 

平行沈線（半載竹管）

2 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：壷形士器（大型） 文様：平行沈線（半載竹管）

3 出土位置： 5トレ埋没谷注記： 5トレマイボツ谷 時代時期：弥

生時代中期（足洗式） 器種：壷形士器（大型） 文様：平行沈線（半載竹管）

4 出土位置： 5住覆土注記： 5住フク士 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：壷形士器（大型） 文様：平行沈線（半載竹管）

5 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：壷形士器文様：平行沈線（半載竹管）

6 出土位置： 5トレ埋没谷注記： 5トレマイボツ谷 時代時期：弥

生時代中期（足洗式） 器種：盈形土器文様：平行沈線（半載竹管）

7 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：亜形士器（大型） 文様：平行沈線（半載竹管）

8 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：並形土器文様：無節縄文 (R),平行沈線（半載竹管）

9 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：並形土器文様：付加条縄文 (LR+R), 平行沈線（半

載竹管）

10 出土位置： 5トレ埋没谷注記： 5トレマイボツ谷 時代時期：

弥生時代中期（足洗式） 器種：壷形士器（大型） 文様：反撚り縄文 (R

R), 平行沈線（半載竹管）

11 出士位置： 5住覆土注記： 5住フク土時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：壷形士器文様：無節縄文 (R)

12 出士位置： 5住覆土注記： 5住フク士 時代時期：弥生時代

巾期（足洗式） 器種：甕形土器か 文様：付加条縄文 (LR+2R)

13 出＋佑岡:4トレ弐＋ 注書J:4トレ去＋ 時代時期・ 弥牛時代

中期（足洗式） 器種：壷形士器（大型）か 文様：付加条縄文 (LR+R) 

か

19 出土位置： 5住覆土注記： 5住フク土時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：甕形士器か 文様：付加条縄文 (LR+2R) 備考：

器外面炭化物付着，器内面変色

20 出土位置： 5住覆土注記： 5住フク土時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 器種：甕形土器か法量：底径 84m(残存率 24%) 文

様：付加条縄文 (RRX2R)か，底面布目痕 備考：器内面変色・炭

化物付着

21 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表土 時代時期：弥生時代

中期（足洗式） 法量：底径 82m(残存率 15%) 文様：付加条縄文 (L

R + R)か，底面布目痕

第 15図

1 出士位置： 4トレ中央注記： 4トレ中央 時代時期：弥生時代後

期（十王台式） 器種：亜形土器（中・小型） 法量：口径 139mm (残存

率 40%), 頸径 86m(残存率 9%) 文様：口唇部刻み（箆状工具），口

縁部櫛描波状文 (6本櫛歯，下→上か），隆帯（指頭調整）

2 出士位置： 4トレ中央注記： 4トレ中央時代時期：弥生時代

後期（十王台式） 器種：並形土器（中型） 法量：胴径 163m(残存率

24%) 文様：櫛描文 (4本櫛歯），付加条縄文 (R-S, L -Z, 原体ご

とに施文） 備考：小粒の金雲母を極少量含む

3 出士位置： 4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：弥生時代後

期（十王台式） 器種：並形土器（大型） 法棗：最大径 212m(残存率

13%) 文様：付加条縄文 (R-S, L -Z, 下→上） 備考：器内外面

に部分的な炭化物の付着

4 出士位置： 4トレ中央注記： 4トレ中央時代時期：弥生時代

後期（十王台式） 器種：並形土器（小型） 法量：胴径 136m(残存率

15%), 底径 80m(残存率 63%) 文様：櫛描文 (4本以上櫛歯），付加

条縄文 (RXR, LXL, 下→上），底面布目痕

5 出士位置： 2住覆士注記： 2住フク士時代時期：弥生時代後

期（十王台式） 器種：壷形士器（中・小型） 法量：底径 83m(残存率

16%) 文様：付加条縄文 (R-S), 底面布目痕

6 出土位置： 4トレ中央注記： 4トレ中央 時代時期：弥生時代後

期(+平今ず） 装師・ 齊形十架（中.,, 刑ヽ） 沖量’底界 88mm (碑存率
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第 14図 岡田遺跡第 19次調査区出土遺物 (8)

文様：無文（撫で調整）

10 出土位置： 4住覆土， 4トレ表土 注記 ：4住フク土， 4トレ表

土 時代時期：弥生時代後期（十王台式） 器種：壷形土器 （中・小型）

文様：口唇部突起貼付・刻み（箆状工具），口縁部櫛描文 (4本櫛歯）

11 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表土 時代時期：弥生時代

後期（十王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：口唇部突起貼付・

刻み（縄文原体），口縁部櫛描文 (4本櫛歯）

12 出土位置： 5住覆土注記： 5住フク土時代時期：弥生時代後

期 (-t王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：口唇部突起貼付．

刻み（箆状工具），口縁部櫛描文 (5本櫛歯）

13 出土位箇： 4トレ中央注記： 4トレ中央時代時期：弥生時代

後期 (-t王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：口唇部刻み（箆

状工具）， 口縁部櫛描文 (4本櫛歯，上→下） 備考：口縁部最上段の積

上痕が一部に残る

14 出土位償： 2住覆士注記： 2住フク土時代時期：弥生時代後

期 (-t王台式） 器種： 壷形土器（大型） 文様：口唇部刻み（縄文原体），

口縁部櫛描文 (4本櫛歯）

15 出土位置 ：5トレ埋没谷注記 ：5トレマイボツ谷 時代時期 ：

弥生時代後期 (-t王台式） 器種：壷形土器（大型） 文様：口唇部刻み（箆

状工具），口縁部櫛描文 (5本櫛歯，下→上）

16 出土位置 ：5住覆土注記： 5住フク土時代時期：弥生時代後

期 (-t王台式） 器種 ：壷形土器 （中・小型， 細頸形か） 文様 ：口縁部

櫛描波状文 (3本櫛歯，下→上）

17 出士位置： 3トレ表士注記： 3トレ表士 時代時期：弥生時代

後期 (-t王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：口唇部刻み（縄

文原体），口縁部櫛描文 (4本櫛歯），隆帯（指頭調整） 備考：金雲母を

多量に含む

18 出土位置 ：4トレ表土注記： 4トレ表土時代時期：弥生時代

後期 (-t王台式） 器種 ：並形土器（中・小型） 文様：口唇部刻み（縄

文原体），口縁部無文（撫で調整）

19 出土位置： 5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷 時代時期 ：

弥生時代後期 (+-王台式） 器種 ：壷形土器（中・小型） 文様：口縁部

無文（撫で調整），隆帯刻み（棒状工具）

20 出士位置： 4トレ中央注記： 4トレ中央時代時期：弥生時代

後期（十王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：隆帯刻み （棒状工具）

21 出土位置 ：4トレ表土注記 ：4トレ表土時代時期：弥生時代

後期 (+-王台式） 器種 ：壷形土器（中 ・小型） 文様 ：隆帯（指頭調整），

櫛描文 (4本櫛歯）

22 出士位置： 4トレ表土 注記 ：4トレ表土時代時期：弥生時代

後期(+-王台式） 器種：壷形士器（中・小型） 文様：櫛描文 (6本櫛歯）

備考：上端は擬口縁か

23 出土位置 ：5住覆土注記 ：5住フク土 時代時期： 弥生時代後

期(+-王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：櫛描文 (4本櫛歯）

備考：上端は擬口縁か

24 出土位置 ：5住覆土注記 ：5住フク土時代時期：弥生時代後

期（十王台式）器種 ：盟形土器（中・ 小型） 文様：櫛描文 (5本櫛歯）

25 出土位置： 4トレ表土，4トレ中央 注記： 4トレ表土，4トレ

中央 時代時期 ：弥生時代後期(+-王台式） 器種：壷形土器（大型）

文様：隆帯（指頭調整，爪痕），櫛描文 (6本櫛歯）

26 出土位置： 4トレ表土 注記 ：4トレ表土時代時期：弥生時代

後期(+-王台式） 器種： 壷形土器（中・ 小型） 文様 ：櫛描文 (5本櫛歯，

波状文下→上）

27 出士位置： 5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷 時代時期 ：

弥生時代後期（十王台式） 器種 ：湿形土器（中・小型） 文様：櫛描文 (7

本櫛歯，波状文下→上）

28 出土位置 ：4トレ表土 注記 ：4トレ表土時代時期：弥生時代

後期 (+-王台式） 器種：壷形士器（中・小型） 文様 ：櫛描文 (4本櫛歯）

29 出士位置： 4トレ表士 注記 ：4トレ表士時代時期：弥生時代

-16-
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第 16図 岡田遺跡第19次調査区出土遺物 (10)

後期(+王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：櫛描文 (5本櫛歯，

波状文下→上）

30 出士位置 ：5トレ埋没谷 注記 ：5トレマイボツ谷 時代時期 ：

弥生時代後期 (+王台式） 器種 ：壷形土器 （中・ 小型） 文様 ：櫛描文 (6

本櫛歯）

31 出上位懺： 5住覆土注記： 5住フク土時代時期：弥生時代後

期(+王台式） 器種： 壷形土器（中・小型） 文様 ：櫛描文 (5本櫛歯），

付加条縄文 (R-S, L -Z, 下→上）

32 出土位置 ：5住覆土 注記 ：5住フク土 時代時期 ：弥生時代後

期(+王台式） 器種 ：壷形士器（中・小型） 文様：櫛描文 (5本櫛歯），

付加条縄文 (L-Z) 

33 出土位置 ：4住覆土注記 ：4住フク土 時代時期 ：弥生時代後

期 （十王台式） 器種：壷形土器（大型） 文様：口唇部縄文，付加条縄文 (L

R + R) 

34 出士位置： 4トレ中央注記： 4トレ中央 時代時期：弥生時代

後期（十王台式） 器種：壷形土器（大型） 文様：口唇部刻み（箆状工具），

付加条縄文 (R-S) 

35 出土位置 ：4トレ表土注記 ：4トレ表土 時代時期 ：弥生時代

後期 （十王台式） 器種 ：亜形土器 （大型） 文様 ：爪痕，付加条縄文 (L

XL) 

36 出土位饂 ：4トレ中央注記： 4トレ中央 時代時期：弥生時代

後期 （十王台式） 器種 ：壷形土器 （大型） 文様： 隆帯 （指頭調整），付

加条縄文 (LXL) 備考：金雲母を含む

37 出土位置： 4住覆士注記 ：4住フク士時代時期：弥生時代後

期 (+王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様：付加条縄文 (RXR), 

底面布目痕

38 出土位置： 4トレ表土注記： 4トレ表土 時代時期：弥生時代

後期（十王台式） 器種：壷形土器 （中・小型） 文様：付加条縄文(R-S), 

底面布目痕

39 出土位置： 5住覆士注記： 5住フク士時代時期 ：弥生時代後

期（十王台式） 器種：壷形土器 （中・小型） 文様：付加条縄文 (LX L) 

．底面布目痕

第 16図

1 出土位置： 4トレ表土 注記： 4トレ表士 時代時期： 弥生時代後

期 (--t王台式） 器種：土製紡錘車 法量：長さ 49m,幅 30m,厚さ

13m, 重量 17.9g. 文様： J:面布目痕 備考 ：推定直径 50m,推定

孔径3.5m

2 出土位置： 3トレ表土注記： 3トレ中央 時代時期：弥生時代後

期 (--t王台式）と推定器種： 炉石 石材：砂岩法量：長さ276m, 

幅 108mm, 厚さ75m,厘量4,077.8g. 備考：被熱による変色（黒化）

が認められる

-18-



土器片 1(第 9図25)

土器片 2(第10図 15-1)

土器片3 (第10図 15-2)

土器片4 (第10図15-3)

土器片 5 （傷跡A)

゜
10cm (1/2) 0 1cm (倍率2)

I I I I I I I I I I 

第 17図 岡田遺跡の土器片に付いた傷跡（外面一内面 X1/2, 接写位置 X1/2, 傷跡接写 X2の順序で掲載）

(3)岡田遺跡の土器片に観察された動物の羅り痕につ

いて

岡田遺跡の土器片 岡田遺跡から出土した縄文時代

早期の条痕文土器には，動物により付けられたと考えら

れる傷跡が，表面に観察された破片がある。傷跡は， 平

行する 2条が単位と推定されるものが多く，反復による

集合が表面に窪みを生じさせている部分も見られた。ま

ずは，傷跡が明瞭な 5点の破片について，傷跡の位置と

状態を報告する。傷跡の状態については，反復により残

された条線の複合を傷跡A,表面が窪むほどの集合を傷

跡Bとして区別しておくことにする。（第 17図）

土器片 1 長さ 48llllll, 幅 64llllll, 厚さ 8mmの口縁部

片。外面と内面に傷跡があり，内面の縁辺には破断面に

及ぶ傷跡も見られる。外面は傷跡A, 内面には傷跡A • 

-19-



写真 1 三反田蜆塚貝塚の骨片に付いた傷跡（骨片全体 XI, 傷跡接写 X2の順序で掲載）

Bがある。内面の中央近くには，最大長 33mm, 最大幅

14 mmの範囲に偽跡が分布し，その一部に傷跡Bが形成

されている。

土器片2 長さ 53mm, 幅69mm, 厚さ 11mmの胴部片。

外面と内面に傷跡があり，縁辺には破断而に及ぶ傷跡も

見られる。両面とも傷跡Aであり，外面の方に多い。

土器片3 長さ 69mm, 幅 59mm, 厚さ 12mmの胴部

片であり，土器片 2と同一個体であったと推定される。

外面と内面の縁辺から破断面に及ぶ傷跡が多く見られ

る。外面は傷跡A, 内面には傷跡A•Bがある。傷跡B

は，内面上部の縁辺に形成されている。

土器片4 長さ 59mm, 幅85mm, 厚さ 13mmの胴部

片であり，土器片2・3と同一個体であったと推定され

る。外面と内面に傷跡があり，内面の縁辺には破断面に

及ぶ傷跡も見られる。外面は傷跡A, 内面には傷跡A•

Bが見られる。傷跡Bは，内面右下部に形成されている。

土器片5 長さ 61mm, 幅77mm,厚さ 11mmの胴部片。

外面と内面に傷跡があり，縁辺には破断面に及ぶ傷跡も

見られる。両面とも傷跡Aである。

以上の傷跡には，器面と破断面が作る角にかかるよう

に付けられたものと，ほぼ平坦な器面に付けられたもの

とがあり，器面では， 湾曲が異なる外面と内面のいずれ

にも観察された。平行する 2条の長さは，4.0mmから5.0mm

の範囲に多く， 5.9mmを最大値として計測した。 2条の

幅は2.0mmで， 1条の幅がそれぞれ0.5mm,条間の幅が 1.0

mmを典型と捉えた。 1条の幅が 0.8mmと計測された部分

もあったが，これについては，単独か複合かを判断でき
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ていない。条の深さは,0.5 mmほどに見える。

三反田蜆塚貝塚の骨片 同じような傷跡は，貝塚か

ら出土した骨片にも観察され，傷跡の付いた骨片は，稀

なものではない。ひたちなか市三反田蜆塚貝塚の調査で

縄文時代中・後期の貝塚から検出された骨片の傷跡と，

岡田遺跡の土器片の傷跡を比較してみる。（写真 1)

骨片 1 長さ 65mm, 幅 17mm, 厚さ 14mmの骨片。

管骨の骨幹部片である。丸みを帯びた三角形に近い断面

形状の，底辺から角に相当する位置に傷跡が集中し， 長

さ20mm, 幅 10mmほどの範囲が削られて窪む。これは，

状態が傷跡B,位置は，器面と破断面が作る角に付けら

れた士器片の傷跡に似る。

骨片 2 長さ 57mm, 幅 51mm, 厚さ 15mmの骨片。

頭蓋骨の一部であろうか，土器の外面と内面に相当する

ような湾曲を有した平坦な破片である。凸曲面に，長さ

27 mm, 幅9mmの範囲で傷跡が並ぶ。これは， 状態が傷

跡A,位置は，平坦な外面に付けられた土器片の傷跡に

似る。

傷跡の平行する 2条の長さは，5.0mmほどのものが多く，

6.0 mmを最大値として計測した。2条の幅は 2.0mmで，

1条の幅がそれぞれ0.5mm, 条間の幅が 1.0mmを典型と

捉えた。条の深さは， 0.5mmほどに見える。つまり，傷

跡の状態と位閻．その計測値も土器片の傷跡によく一致

している。また， 2点の骨片を観察してみると，傷跡が

比較的明瞭なのに対して． 表面等が劣化していることに

気付く。これは， 廃棄された骨片が地表面に露出する状

況で風化した後に，傷跡が付けられたことを推定させる。
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写真2 クマネズミの頭骨標本

(2011年那珂市採集）

岡田遺跡の 5点の土器片の焼成がやや不良で器壁が軟弱

なことにも，共通した条件が認められることになる。

石神2号墳の石製品 このような傷跡について，緻

密な観察と計測に基づき，動物の身体構造や生態との対

応から，成因を考察したのが．今泉吉典であった。今泉

は，千葉県石神2号墳から出土した立花，刀子形，鎌形

などの石製品に付いた傷跡（第 19図）を「ネズミ類の

歯痕」と同定し，それは「クマネズミ層」のものではな

いかと推定した。

関東地方の低地に生息する留歯類のネズミ科は．ハタ

ネズミ亜科のハタネズミ，ネズミ亜科のアカネズミ，ヒ

メネズミ，カヤネズミ．ハッカネズミ，クマネズミ（写真2),

ドブネズミの7種に限られる。「ネズミ類が堅いものをかじ

る際には， 2本の上門歯で物を固定し，下顎門歯を前上

方に押し出してけずる。そのため深いかじりきずは，主

として下顎門歯によってつけられ」，「ネズミ亜科のも

のでは．左右の下顎骨が前端部で相接する部分が極めて

小さく，殆んど点と言ってよいほどである。そのため 2

本の下顎門歯はかなり自由に開閉」し，平行する 2条の

傷跡が同時に付くことになる。この他，傷跡の長さと「

上下顎の門歯先端間の最大距離」の関係，傷跡と下顎門

歯の幅の関係について計測値を示しながら，「石製品に

しるされたきずは，クマネズミかドブネズミ，すなわち

クマネズミ属Rattusのかじりきずと思われる」と結論

付けたのである。

今泉の根拠に従えば，岡田遺跡の傷跡もネズミ亜科に

゜.....iii 

10(11 

~ 

第 18因 足洗遺跡の土器に付いた傷跡（［井上 1959]より引用）

よるものであり，計測値からは，アカネズミ，クマネズ

ミ， ドブネズミの 3種が候補となり得る。このうちクマ

ネズミとドブネズミは，「史前帰化動物」と考えられて

おり，その帰化の時期が明確になれば，候補から除外さ

れる可能性がある。将来にクマネズミとドブネズミの2

種が除外されるならば，岡田遺跡の傷跡は，アカネズミ

によるものと特定されることになるかもしれない。

石神2号墳では，古墳時代中期の埋葬施設内から検出

された石製品に，ネズミの臨り痕が認められたことによ

り，「モガリ」へと考察が進められた［沼沢 1977]。岡

田遺跡の土器片については，当時に，土器が破片に分割

し，地表面に露出した状態にあったことまでが推定され

る。土器片等を臨るのは，門歯の伸び過ぎを調整する

本能によるもので，その食性に基づく誘引物が存在した

ことを想定してみよう。それが，堅果類など植物の実で

あったなら遺跡が選地された環境条件を，動物の遺骸で

あったなら遺跡の調査地点には，貝殻の集積はみられな

いものの貝塚のような性格を想い描くことができそうで

ある。

足洗遺跡の土器 茨城県においては， 1959年に井

上義安が，士器の表面の傷跡を報告している。北茨城市

足洗遺跡から出土した弥生時代中期の壷形土器に， 「文

様を施して焼いたあとで，なにか特殊の器具をあててひ

きかいたらしいように思われ，土器の表面あるいは裏面

のいたるところに残っている 」という記述と拓影図（第

18図）が示されている。「土器の表面に鼠と覚しき歯痕
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第 19図 石神2号墳の石製品に付いた傷跡

([沼沢 1977)より引用）

が遺るもののあること」という八幡一郎『日本史の黎明』

を引用しながらも，井上は，「もしそうだと仮定して土

器面の傷痕と鼠の喘歯痕とを比較してみると，あきらか

にことなっていることがわかるし，傷痕を有する土器が

いわゆる甕棺遺跡から出土して，農耕生活をいとなんで

いた住居の遺跡にそれらしいものが発見されないという

事実は，八幡氏の所説にとっていちじるしく不利な点で

あるといわなければならない」という根拠で退け，傷跡

は，「器物のある部分をことさらに破毀したり，あるい

はきずつけたりるような行為」の痕跡と捉えた。件の壷

形土器は，井上が乳幼児の再葬墓を想定した「壷棺Jで

あり，その「行為」は「葬制」の一部と考えられている。

しかしながら，「あきらかにことなっている」と断定

はされてもその観察の方法と結果の詳細は提示されて

いない。拓影図から窺う傷跡は，傷跡Aに相当し，ネズ

ミの蹄り痕のように見える。足洗遺跡の小型壷形土器に

ついては，再葬のために遺骸を収納して埋設された容器

ではなく， 実は土壊墓の上位に供献されたものであった

と考えられることを既に指摘している［鈴木 2010]。ま

た，土器棺も含めて，埋葬に利用された土器は，生活用

具からの転用である。土器が生活用具として使用されて

いた期間にも，ネズミが毅ることはできたはずであり，

土城墓の上位から検出される土器が，地表面に据え置か

れていたものであるならば，転用後にも，その機会はあっ

た。破断面に及ぶ傷跡が観察されることになれば，土器

は土壊墓上の地表面に供献されていたと推定する根拠と

なるであろう。

ネズミの醤り痕は， 環境に生息する動物が残した現象

ではあるが，石神2号墳の考察が実践して見せたように，

当時の人々の行為を復元する根拠となり得る。籾圧痕の

ように，注慈が喚起されれば，報告例も増加することに

なろう。本稿は，そのための覚書である。

本稿の成立にあたり，小宮孟氏矢野徳也氏山崎晃司氏 （茨城県

自然博物館）， 栗田則久氏・鵜城今日子氏 （千葉県教育振興財団）に， お

世話とご指導をいただいた。

註 1 「上下顎の門歯先端間の最大距離」は，カヤネズミ 「2.5mm前後

」，ヒメネズミ 「3.5mm前後」，ハツカネズミ「3.5mm」，アカネズミ 「5.5

-6mm」． クマネズミ「6.5-7.0mm」，ドブネズミ「7.0-7.5 mm前後」，

「下顎門歯の幅」は，カヤネズミ「0.40mm前後」，ヒメネズミ 「0.5-0.6

mm」，ハツカネズミ「0.4-0.5mm」， アカネズミ 「0.5- 0.7 mm」，クマ

ネズミ ro.9-1.1 mm」，ドブネズミ 「1.0-0.3mm」と記載されている ［今

泉 1977]。

註2 三反田蜆塚貝塚からは，「ネズミ科 Family Muridae」の骨が検

出されているが，「属・種不明 Gen.et sp.indet」と記載されている ［金

子・ 忍沢• 野崎・中沢 1987)。

参考文献

井上義安 1959 「北茨城市足洗における甕棺調査の概報」『古代』

第 32号 13-27頁

今泉吉典 1977 「千葉市石神2号墳出士石製品にしるされた動物の歯

痕についてJ『東寺山石神遺跡』 512-516頁財団法人千葉県文化

財センター

金子浩目•忍沢成視 · 野崎哲令 • 中沢道彦 1987 「三反田蜆塚貝塚出

土の動物遺体について」『茨城県勝田市三反田蜆塚貝塚ー動物遺存

体調査報告書一』24-43頁 勝田市教育委員会

鈴木素行 2010 「続・ 部田野のオオッタノハ ー茨城県域における弥

生時代 「再葬墓後」の墓制について一」 『古代』第 123号 1-51頁

沼沢豊 1977 「合葬の問題」『東寺山石神遺跡』 139-154頁財団

法人千菓県文化財センター

八幡一郎 1953 『日本史の黎明』有斐閣全書 株式会社有斐閣

-22-



写真 3 大島墓地における石仏•墓石類の状況

（第 20図A地点）

第20図東石川内後遺跡の調査地点
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第21図 東石川内後遺跡第 1次調査区
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AB土居断面

1 褐色 （ローム粒やや多旦に含む）

2 褐色 （ローム粒多呈に含む）

3 暗褐色 （ローム粒含む）

27. 5m B 

1/100 

5m(1/100) 

4 褐色 （ローム粒やや多塁に含む）

5 明褐色 （ローム粒とても多く含む ローム小ブロック含む）

6 暗褐色 （ローム粒含む）

9 黒褐色 （黒ボク士第 11層混じる）

10 黒色 （黒ボク土）

11 明褐色 （ローム土混じる）

7 黒色 （黒ボク士 ローム粒含む）

8 黒色 （黒ボク土締まりあり）

12 明褐色 （ローム土多呈に混じる）

C 25. 6m E 26.Sm G 26. 3m H 

口
1/60 1/60 

2m(1/60) 

CD土屈断面
1/60 

8 黄褐色 （ローム崩壊土）

1 暗褐色 （ローム粒含む）

2 暗褐色 （ローム粒やや多旦に含む）

9 褐色 （ローム小ブロックとても多く含む）

10 黄褐色 （ローム崩壊土）

GH土眉断面

1 暗褐色 （口＿ム粒含む表土屈）

2 黒褐色 （黒ボク土多星に含む）3 明褐色 （口＿ム粒とても多く含む 口＿ム小ブロック含む）

4 暗褐色 （ロームブロック含む）

5 暗褐色 （ローム粒含む）

EF土層断面

1 暗褐色

2 暗褐色

3 黒褐色 （黒ボク土・ローム土含む）

6 暗褐色 （ロームブロック多塁に含む）

7 暗褐色 （ローム粒やや多呈に含む） 3 褐色 （ローム土多蘊に混じる）

4 明褐色 （ローム粒主体 ロームブロック含む）

第 22図 東石川内後遺跡第 1次調査区土層断面

3 東石川内後遺跡

(1)第 1次調査報告

調査経緯 東大島 l丁目 29-8に所在する土地につ

いて臼井克夫氏より須恵器片等が散布している旨の報告

を受けた。当地は周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲外であ

り新規発見の遺跡である可能性があり内容を確認する必

要があるため，ひたちなか市文化・スポーツ振典公社

に試掘・確認調査について依頼した。試掘調査は 3月9

日~3 月 25 日にかけて行われた。

調査結果 調杏地は，中丸川から北に 200mほど

離れた地点に位置する。調査区の現状は，調査区北半部

は平坦な畑であったが，南半部は低い土塁状の盛土が認

められた。盛土状の地形は東側の道路に沿って南北に伸

びており，道路からは約 2mほどの高さを持つ。盛士

状地形の付近は雑木林であった。盛士状地形の付近は，
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地元の方に伝えられる話では，かつて墓場であったとの

ことであり，南側の道路を拡張整備した際に，墓石や石

仏類が多数出士したそうである。現在それらの墓石類は，

調査地から南西 120mほどの線路脇にある共同墓地に

まとめられているとのことであった。共同墓地に行って

みたところ，それらしい石仏や墓石類がまとまって安置

されているのが確認できた。

なお．現地で調査をしていた 3月 11日（金）の午後，

東日本大震災に見舞われ．その際に土坑が一部崩壊した。

その後大きな余震が続いていたため，調査は一時中断と

なった。3月後半になり比較的落ち沿いてきてから，調

査区全体図等の図面を作成し，調査を撤収したのであっ

た。

試掘調査は，調査対象地内に 3本のトレンチを設定

し，童機による表士除去を実施した。確認面までの深さ

は 0.2~0.6 mを測る。調査の結果，調杏区南部に存在
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第 23図
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東石川内後遺跡第1次調査区出土遺物

する塚状の地形は，人為的な盛土により形成されたもの

と確認された。ただし形成時期は不明である。調査区か

ら溝跡が 3条確認されているが，いずれも時期は不明

である。 1号土坑は時期不明であるが，一部試掘した結

果，深さ 1.7mほどの地下式構造になるようであること

から考えて，地下式坑の可能性がある。全体形は不明で

ある。 2号土坑は，形状および覆土の状況からみて，縄

文時代の落し穴ではないだろうかと思われる。

出土遺物 表土から，陶磁器類， かわらけ，煙管，

桟瓦， 墓石が出土している。

墓石14は下半部を欠失する資料であり，側面に「安永」

と刻まれる。安永年間は 1772年から 1781年の 18世

紀後半にあたり，当墓標は当時一般的な墓標形式であっ

た，「櫛形」［吉澤悟 2001「石塔の構成と分析」『近畿

地方における中・近世墓地の基礎的研究』］・「円頂方形

式」［池上悟 2003「近世墓石の諸相」『立正大学人文科

学研究所年報』40]に該当する。奈良県新庄町平岡極

楽寺墓地における銘文の整理結果によると，「寛永年間

以前， 17世紀前葉よりも古くは一つの石塔に対して 1

人の戒名を刻むのが主流であった。<…> 17世紀中葉

頃から次第に複数名の戒名のものが卓越してくる。＜…

＞記銘方式は，石塔の正面に男女 1組の戒名を刻む物

が典型的＜…＞大正期を境にして，正面に「先祖累代之

墓」や「00家の墓」といった銘を刻み，家の単位を強

く意識した石塔が主流となっていく。戒名は側面に列記

されるようになり，石塔銘の主体からおりてしまう。」［吉

澤 2001] という変遷をたどることが明らかにされてい

る。当遺跡出士の墓石銘も，頭部に胎蔵界大日如来の種

子アを刻み，その下に複数名の戒名を持つものであり，

当時一般的な銘文の形式をとっている。石材は，いわゆ

る「町屋石」の良品が使用されている。詳しくは以下の

矢野徳也氏の観察報告を参照いただきたい。

出土墓石の「町屋石」について

岩石名：蛇紋岩

含有鉱物：滑石，蛇紋石，角閃石（透閃石～アクチノ

閃石），不透明鉱物

説明：石材名「町屋石（まちやいし）」として知られ

るもので，明色の地に濃緑色の葉片状の模様が浮かび上

がる独特な外観をしており，常陸太田市町屋町付近の

多賀山地に産する。同様のものは国内では他に九州で 1
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地点が知られるのみである。「町屋石」は撤橙岩を源岩

とした変成岩だが，大型の撤橙石結晶が蛇紋石化したも

のが滑石を主とする淡色の部分を地として美しい模様を

つくっている特殊な構造を持つ岩石である。美しい模様

を出す大型の撤檄石結晶の成因については確定的な定説

はない。

この品は地となる部分の滑石の純度が高く，わずかに

角閃石類がみられるのみで，帯緑白色である。葉片状部

は竹葉状～霜降り状を呈しており緑色がやや淡いが，地

色との対比も良い良品である。

「町屋石」は比重が高く重量があり，また，岩質が緻

密で線刻が美しく仕上がり，かつ比較的軟質のため加工

がし易い。しかし産出量が希少なため珍重されており，

明治以前は水戸藩が採掘権を専有していたという。明治

以降は地元の採掘組合の管理で採掘されたが，建築用に

向かず，墓石や灯籠，石碑などの利用であったため，堅

牢な花岡岩の採掘が笠間市や筑波山周辺で盛んになる

と，資源の枯渇とともに採掘が先細りとなり， 1980年

代頃には採掘を終えている。

（以上の石材の説明は矢野徳也氏による。）

遺物説明

出士位置：ピット 3覆士 注記：覆士 材質：磁器器種：碗

残存：体部40% 法量：口径 (10.6) 技法等：外面染付文様。胎士中

に黒色細粒がみられる。

2 出土位饂： 2トレ表土注記： 2トレ表土材質：磁器器種：皿

残存：底部30% 法量：高台径 (6.4) 技法等：内外面染付文様

3 出土位置 ：基礎石付近表面採集注記 ：表採 材質 ：陶器器種 ：

灯明受皿残存：40% 法量：受皿部径 (7.1),台部径 (10.6),底径 (4.6),

器高 (7.1) 色調：素地橙褐色 技法等：底部外面回転ヘラ削り。内面

および口縁部外面に薄く錆釉。台部口縁と受皿部に部分的に油煙付着。

4 出土位置 ：表面採集 注記 ：表土 材質： 陶器器種：壷残存：

口縁部 20% 法量 ：口径 (9.3) 色調：素地灰褐色 技法等 ：外面染付

文様。貫入顕著

5 出士位置：表面採集注記：表採材質 ：陶器器種：鉢残存：

口縁部片色調：素地明灰色技法等：内外面に灰釉が厚くかかり．貫

入が顕著に入る

6 出土位置： 1号土坑覆土注記： SKI覆土材質：土師器器種：

皿 残存：底部外周 40% 法星：底径 (6.5) 色調：橙褐色技法等：

回転糸切り

7 出士位置： 1号土坑覆士注記： SKI覆士材質：土師器器種：

皿残存：底部 30% 法量 ：底径 (6.8) 色調 ：底部内外面褐色。体部

外面暗褐色。体部内面黒色。 技法等：回転糸切り。体部内面油煙付着。

8 出土位置：表面採集注記：表採材質：土師器器種：小皿 残存：

底部 60%,体部30% 法量：口径 (6.4),器高 1.6,底径 (4.6) 色調：

明橙色技法等：回転糸切り
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9 出士位置：表面採集注記：表士 材質：士師器器種：小皿残存：

30% 法量：口径 (6.8),器高 1.4,底径 (5.2) 色調： 褐色 技法等：

回転糸切り。底部中央に径 8mmほどの穿孔か。

10 出土位置 ：ピット 3A覆 土 注記 ：lトレP3A覆土材質 ：土師

器器種：小皿残存 ：40% 法墨：口径 (6.3),器高 1.3,底径 (4.6)

色調：橙褐色 技法等：回転糸切り。口縁部に油煙が 1ヵ所付着する

ことから， 燈明ill1として用いられている。

11 出土位置 ：基礎石付近表土中注記 ：石 1付近，表土 材質：土

師器器種：小皿残存 ：完形 (3片接合） 法量 ：口径 5.8,器尚 1.2,

底径 3.8 色調：褐色技法等：回転糸切り

12 出土位置： lトレンチ表土注記 ：lトレ表土材質 ：土師器

器種：小皿残存：30% 法量：口径 (5.4),器高〇.9,底径 (3.9) 色調：

褐色技法等：回転糸切り

13 出土位置 ：2トレンチ表土注記： 2トレ表土材質：瓦種類：

桟瓦残存：屈曲部片法量：厚さ 1.8 色調：表面銀黒色。上面及び

側面の一部に黒色処理残存。断面暗灰色。

4 金上向山遺跡

(1)過去の調査

金上向山遺跡においては，平成 14年 6月に第 1次調

査が実施され，古墳時代後期の住居跡東理の一部が検出

されている。調査区からは 8世紀および 9世紀の遺物

も出土していることから，周辺に当該期の住居跡が存在

するものと思われる。

(2)第2次調査報告

第 24図 金上向山遺跡の調査地点
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旨の回答を行なった。
これに従い個人住宅の建築に伴う

第26図 金上向山遺跡第2次調査区出土遺物 (1)
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第27図

調査経緯

金上向山遺跡第2次調査区出土遺物 (2)

金上向山 636-1の一

在する土地について， 「埋蔵文

部 638-1,639に所

の取扱いについて」の照会文書が提出された。現地は金
化財の所在の有無及びそ

上向山遺跡の範囲内に当たってお

去に開発行為がない土地であ
ったため教育委員会は建築

り，調査したところ過

文化財保護法93条 1項に基づく届出が提出されたため，

茨城県教育委員会にそれを進達すると
ともに，試掘調査

についてひたちなか市生活・文化・スポーッハ
ム社に依頼

した。試掘調査は4月26日～
5月 14日にかけて行わ

れた。

なお，遺構・遺物ともに検出されなかっ
たため，本調

査の対象とはならなかった。

調査結果 調査地は那珂川低地から北方へ入り込む

/' 
合の縁辺部から 250mほど離れf

こ台地平坦面に立地す

る。調査時は畑地であっ
た。調査対象地内に 16本のト

レンチを設定し， 重機による表土
除去を実施した。確認

面までの深さは 0.5~o.9mを測る 。 調査の結果，幅 0.5

~o.7mを測る溝跡が 7 条と， 土坑が 3基確認された。
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各遺構の時期は不明である。各溝跡の深さは， 1号溝が

34 Cm, 2号溝が 7cm, 3号溝が 31Cm, 4号溝が

26 C illを測る。 5~7 号溝は確認のみにとどめたため

深さは不明であるが，その覆土は黒ボク土を主体とする

ものであった。各士坑の深さは，1号土坑が 27C ill, 

3号土坑が 15C illを測る。 2号土坑は確認のみのため

深さは不明であるが，覆土中に多量の灰を含んでいた。

出士遺物表土からの出士遺物は，縄文士器，士師器，

須恵器，近世以後の陶磁器，火打石になる可能性がある

石器等である。遺物の出士は少量であった。

遺物説明

第 26図

1 出土位置： 11トレ注記： llT 時代時期：縄文時代中期器種 ：

深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

2 出土位置： 14トレ注記： 14T 時代時期：縄文時代中期器種 ：

深鉢形士器文様：沈線文（半載竹管）

3 出土位置 ：7トレ注記： 7T 時代時期：縄文時代中期器種：

深鉢形土器法量 ：底径42m(残存率 77%) 文様：無文（磨き）

第 27因

1 出土位饂： 12トレンチ表土材質：須恵器器種：杯残存：底

部 25% 法量：底径 (6.4) 色調：灰色胎土：礫（白少，白透少），

骨針微量 技法等：回転ヘラ切り後ヘラ記号。焼成硬質。

2 出土位置： 4トレンチ表土材質：石器種：火打石残存：完形

法鑽：2.4 X 2.0 X 2.1, 重星 14.6g 色調：白色主体，一部灰色技法等：

稜部が部分的に磨滅する。

5 飯塚前遺跡

(1)過去の調査

飯塚前遺跡においては，平成 9年 1月に第 1次調査

が実施され，時期不明の溝や土坑が検出されている。調

査区からは縄文土器・弥生土器および9世紀の遺物も

出土していることから，周辺に当該期の住居跡が存在す

るものと思われる。なおこの時の調査は『内出遺跡発掘

調査報告書』として刊行されているが，遺跡範囲からみ

て飯塚前遺跡として扱うべきであるため，本稿ではこれ

を第 1次調査と判断した。

(2)第2次調査報告

調査経緯 三反田字新平3254-1の一部に所在する

土地について「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱い

について」の照会文書が提出された。現地は飯塚前遺跡

の範囲内に当たり，現地踏査により土師器片等の遺物の

散布を認めた。教育委員会は建築•土木工事を行なう際

は事前に試掘調査を必要とする旨の回答を行なった。続

200m 

1'5000 

第28図飯塚前遺跡の調査地点
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第 29図飯塚前遺跡第2次調査区
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第 30図 飯塚前遺跡第2次調査区出土遺物

いて．個人住宅の建築に伴う文化財保護法93条 l項に

基づく届出が提出されたため，茨城県教育委員会にそれ

を進達するとともに，試掘調査についてひたちなか市生

活・文化・スポーツ公社に依頼した。試掘調査は 6月 7

日~g 日にかけて行われた。

不正方形の士坑が検出されたが遺物は検出されす慎重

工事による対応となった。

調査結果 調査地は，台地縁辺部から 30mほど離

-28-



れた地点に位置し．平坦な地形を呈する。調査時は畑地

である。調査対象地内に 6本のトレンチを設定し，重機

による表士除去を実施した。確認面までの深さは 0.5-

0.7mを測る。調査の結果．土坑 l基風倒木痕 l基が

検出された。上坑からの出土遺物はなく時期不明である。

出土遺物 表土から．縄文土器，上師器，須恵器．

陶磁器，石器が出土した。遺物量は少量である。

遺物説明

1 出士位置： lトレ表士注記： 1トレ表士器種：石鏃未成品石

材：メノウの集合岩法量：長さ 26mm, 幅 21mm, 厚さ 8mm 軍量： 3.4 

g 備考：網部分は光沢のある剥離面

6 西中根遺跡

(1)過去の調査

西中根遺跡においては，平成 5年2月に第 1次調査

が実施され，士坑や粘土採掘坑が検出されている。調査

区からは，縄文土器（中・後期）， 石器（石斧，石棒，

石錘），土製品（土器片錘，上製円盤）が出土している。

平成 11年 8月には第 2次調査が実施され，井戸と思わ

れる土坑が検出された。調査区からは，縄文土器（中・

後期）等が出土している。

1,5000 

(2)第3次調査報告

調査経緯 大字中根字城之内 5018番 1に所在す

る士地について「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱

いについて」の照会文書が提出された。現地は西中根遺

跡の範囲内に当たり，現地踏査により土師器片等の遺物

の散布を認めたため，教育委員会は建築•上木工事を行

なう際は事前に試掘調査を必要とする旨の回答を行なっ

た。続いて，個人住宅の建築に伴う文化財保護法93条

1項に基づく届出が提出されたため，茨城県教育委員会

にそれを進達するとともに，試掘調査についてひたちな

か市生活・文化・スポーツ公社に依頼した。試掘調査は

6月 16日-22日にかけて行われた。

遺構は検出されなかったため，本発掘調査には至らな

かった。

調査結果 調査地は，台地縁辺部から 100mほど

離れた地点に位置し，平坦な地形を呈する。調査時は

畑地である。調査対象地内に 8本のトレンチを設定し，

重機による表上除去を実施した。確認面までの深さは

0.2-0.4 mを測る。調査の結果， 2ヵ所で攪乱（うち

1か所は耕地整理以前の農道跡）が確認されたが，遺構

は検出されなかった。

第 31図西中根遺跡の調査地点

-29-



2T 

IT D 4T 6T 7T 

道路 ］ 几．
冒／

゜ヒ
第 32因西中根遺跡第3次調査区

第 4表西中根遺跡調査一覧

：［調:度1;=1::F::~掘坑r献

文献

1 平成4年度市内遺跡発掘調査報告書

2 平成11年度市内遺跡発掘調査報告書

蟻一旦纏0,節り i塁；

叩瓢0,鬱(j疇D.
(1/3)。 10cm 

｀疇＜二二= (4/5) 
5cm 

10 

三 0 5cm (1/3) 
1— - I 

第 33図 西中根遺跡第 3次調査区出土遺物

BT 

-30-

＼ 

10m 

1'300 

出土遺物 表土より縄文中期土器

片や石器が少量出土した。

遺物説明

1 出土位置 ：6トレ表土 注記： 6トレ表土

時代時期： 縄文時代中期文様： 無文備考 ：

胎士に金雲母を多量含む

2 出±位骰 ：表採注記：表採時代時期：

縄文時代中期器種 ：深鉢形土器文様 ：沈線文

3 出土位置：表採注記：表採 時代時期：

縄文時代中期（加曽利 E式） 器種：深鉢形土器

文様：沈線文， 単節縄文 (RL)

4 出士位置 ：表採注記：表採時代時期：

縄文時代中期（加曽利 E式） 器種： 深鉢形土器

文様：沈線文，縄文（原体不明）

5 出土位憤 ：5トレ表土 注記： 5トレ表土 時代時期 ：縄文時代中

期（加曽利E式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文

6 出士位置： 6トレ表士 注記： 6トレ表士 時代時期 ：縄文時代中

期器種：深鉢形土器文様：単節縄文 (RL)

7 出土位置 ：6トレ表土 注記 ：6トレ表土 時代時期 ：縄文時代中

期器種：深鉢形土器文様： 単節縄文 (LR)備考：胎土に金雲母を多量

含む

8 出土位置： 4トレ表土 注記： 4トレ表士 時代時期 ：縄文時代中

期器種： 深鉢形土器文様：単節縄文 (LR)

9 出土位置 ：表採注記：表採器種 ：削器石材： 黒曜石法量 ：

長さ 24.5mm, 幅 17mm,厚さ 4mm 重量 ：1.6 g 

10 出土位骰：6トレ表土注記 ：6トレ表土器種：打製石斧 石材：

角閃石片岩法量：長さ 71mm, 幅 61mm, 厚さ 13mm 頂量 ：60.6 g 

備考 ：上部を欠損する

7 三反田新堀遺跡

(1)過去の調査

三反田新堀遺跡では，これまで 15次の調査が実施さ

れている。第 2次調査においては，弥生時代中期足洗式

期の住居跡 l基が中丸）II流域で初めて調査された。また

第 10次調査においては平安時代の住居跡が 2基調査さ

れた。そのうち第 2号住居跡鼈内からは，イネをはじ

めとする複数種の炭化種実が検出されているが，現在の

ところ未同定となっている。

(2)第 16次調査報告

調査経緯 三反田新堀 5173番 2に所在する土地

について，埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いにつ

いて」の照会文書が提出された。現地は三反田新堀遺跡

の範囲内に当たっており，教育委員会は建築•土木工事

を行なう際は事前に試掘調査を必要とする旨の回答を行

なった。つづいて個人住宅の建設に係る文化財保護法



第 34図 三反田新堀遺跡の調査地点

第 5表三反田新堀遺跡調査一覧
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次 調査年度 調査主体 調査種別 遺構 文献

1 1984 勝田市教委 試掘調査 なし 1 

2 2004 市教委 試掘調査 住居跡,.溝1 2 

3 2005 市教委 試掘調査 溝 1,土坑1 3 

4 2005 市教委 試掘調査 溝 1、土坑1 3 

5 2006 市教委 試掘調査 なし 4 

6 2007 市教委 試掘調査 なし 5 

7 2008 公社 拭掘調査 溝 1, ピット 3 6 

8 2008 公社 試掘調査 溝 2 6 

， 2008 公社 試掘調査 住居跡2,溝 1 6 

10 2008 公社 本調査 住居跡2,溝 1 6 

11 2008 公社 試掘調査 なし 6 

12 2008 市教委 試掘調査 なし 6 

13 2009 公社 試掘調査 溝 2 7 

14 2010 公社 試掘調査 溝 2,土坑1 8 

15 2010 公社 試掘調査 住居跡 1,溝 1 8 

文献

1 昭和59年度市内遺跡発掘調査報告書 2 平成16年度市内遺跡発掘調査報告書

3 平成17年度市内遺跡発掘調査報告書 4 平成18年度市内遺跡発掘調査報告書

5 平成 19年度市内遺跡発掘調査報告書

6 平成20年度ひたちなか市内遠跡発掘調査報告書

7 平成21年度ひたちなか市内遺跡発掘調査報告書

8 平成22年度ひたちなか市内遺跡発掘調査報告書

道路

。
10m 

1'300 

第 35図 三反田新堀遺跡第 16次調査区

93条 1項に基づく届出が提出されたため，茨城県教育

委員会にそれを進達するとともに，試掘調査を実施した。

試掘調査は 8月 3日から 6日にかけて行われた。

遺構は検出されず慎重工事による対応となった。

調査結果 調査地は，台地縁辺部から 100mほど

離れた地点に位置し，地形は北東方向に緩く下がってい

＜緩傾斜地である。調査時は畑地であった。調査対象地

内に 3本のトレンチを設定し，重機による表土除去を

実施した。確認面までの深さは 0.3~o.5 mを測る。調

査の結果，遺構・遺物は検出されなかった。

8 磯崎東古墳群

(1)過去の調査

磯崎東古墳群では，これまで 7次の調査が実施され

ている。ホテルニュー白亜紀建築に伴う第 1次調杏に

おいては， 2段の葺石をもつ帆立貝式古墳 l基 (6世紀

前半），珠文鏡を出土した円墳 1基 (5世紀後半）が調

査された。 第 2• 3次調査では，石棺 2基，横穴式石室

1基が調査されたようであるが，報告書未刊のため詳細

は明らかではない。第 4次調査においては，自然石を

積んだ横穴式石室の一部が調査されたが遺物は出土しな

かった。第 5次調査においては円墳の周溝の一部が調

査され，7世紀第 3四半期に位置づけられる須恵器平瓶

が出上している。第7次調査は，海岸部の崖に長軸 1.5m

ほどの小型の石棺が露出していたため平成 23年4月に

実施されたものである。人骨以外の遺物は無かった。

(2)第8次調査報告

調査経緯 磯崎町4598-1に所在する市立磯崎小学

校は東日本大裳災の影響で建物が損壊し使用できないた

め校庭に仮校舎を建築することとなった。当地は磯崎東

古墳群にあたっており，担当課より「埋蔵文化財の所在

の有無及びその取扱いについて」の照会文書が提出され

た。育委員会総務課文化振興室は建築•土木工事を行な

う際は事前に試掘調査を必要とする旨の回答を行なっ

た。これを受けて担当課より文化財保護法93条 l項に

基づく届出が提出されたため，茨城県教育委員会にそれ

を進達するとともに，試掘調査についてひたちなか市

-31-



第 6表磯崎東古墳群調査一覧

次 調査年度 調査主体 調査種別 遺構 文献

1 1989 調査会 本調査 古墳2 1 

2 1990 那珂湊市教委 本調査 石棺2

3 1991 調査会 本調査 横穴式石室 1

4 1995 市教委 本調査 石棺 1 2 

5 2004 市教委 試掘調査 周溝 1 3 

6 2007 市教委 試掘調査 なし 4 

7 2011 市教委 試掘調査 石棺 1

文献

1 那珂湊市磯崎東古墳群 2 平成7年度市内遺跡発掘調査報告書

3 平成16年度市内遺跡発掘調査翌告書 4 平成 19年度市内遺跡発掘調査輻告書

生活・文化・スポーツ公社に依頼した。試掘調査は 8月30

日-9月24日にかけて行われた。

遺構が検出されたため本発掘調査による対応となっ

た。

調査結果 調査地は，太平洋を望む台地縁辺部から

-32-

第 2号石室は，遺構を排水溝が横切っていたため玄

室規模がやや不明瞭であったが，確認面で縦 2.2m, 横

0.5 mほどかと思われた。前庭部覆土より瓶類の頸部と

思われる須恵器片が出土した。

第 3号石室は，石室中央に大きく攪乱が入っていたが，

石室掘形と考えられるプランが捉えられたため石室と推

定した。玄室規模は不明であり，出土遺物も無かった。

第 4号石室は，石室形状が確認面では明瞭に捉えら

れていないが，人頭大の礫が多量に並んで出士したこと

から石室と推定した。玄室規模は不明であり，出土遺物

も無い。

第 1号墳は，南側に開口する横穴式石室を有する古

墳である。旧校舎の基礎によって一部破壊されているが，

周溝外径約 20mを測る円墳と思われた。周溝内側から
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横穴式石室奥璧側の掘形ラインまでの長さは約 7mで

ある。前庭部の石組が若干認められたが，石組のほとん

どは確認面以下に拡がるものであろう。黒色表土中に石

室プランが認められることから，やはり石室は表土を掘

り込んだ土坑内に設けられていたと考えられる。なお，

石室が開口する付近の周溝が，若干南方に突出する形状

を呈していることに注意したい。第 1号墳からの出土

遺物は無かった。

出土遺物 出上遺物は少なく，第 1号石室と第 2

号石室から出士したフラスコ型長頸瓶の頸部片および瓶

類の頸部片が認められた程度であった。

遺物説明

1 出土位置：第 1号石室注記：石棺 !Pl・2 材質：須恵器器種：

フラスコ形長頸瓶残存：頸部20%(口縁部欠失） 法量：一 色調：

明灰色胎士：ー 技法等：頸部外面に沈線を 2条施す。肩部外面に厚

い緑色釉。頸内外面に薄い釉。焼成硬質。

2 出土位置：第 1号石室注記：石棺 1Pl 材質：須恵器器種：瓶（フ

ラスコ形瓶）残存 ：口縁部片法景 ：一 色調：灰色胎土： ー 技法

等：内面緑色釉。外面口辺部薄く釉付着。焼成硬質。

3 1±1土位置：第2号石室注記：石棺 2Pl 材質：須恵器器種 ：

瓶残存：頸部片法量： 一 色調：灰色胎土： 一 技法等：内面に

薄く降灰。焼成硬質。

9 畠ノ原遺跡

(1)過去の調査

畠ノ原遺跡においては，平成 3年 7月に第 1次調査が

実施されているが，遺構は見つかっていない。調査区か

らは縄文土器（前期初頭）・弥生土器（十王台式）のほか，

微細な土師器・須恵器・中世陶器の破片が出士している。

(2)第2次調査報告

調査経緯 金上字畑ケ原 906-2に所在する土地に

ついて集合住宅建築の計画があり「埋蔵文化財の所在の

有無及びその取扱いについて」の照会文書が提出された。

現地は畠ノ原遺跡に当たっており，踏査を行なったとこ

ろ，土師器片などの遺物の散布を認めた。教育委員会は

建築•土木工事を行なう際は事前に試掘調査を必要と

する旨の回答を行なった。続いて，文化財保護法93条

1項に基づく届出が提出されたため，茨城県教育委員会

にそれを進達するとともに，試掘調査についてひたちな

か市生活・文化・スポーツ公社に依頼した。試掘調査は

11月24日-12月8日にかけて行われた。

住居跡が確認されたが，工事立会いによる対応となっ

-34-
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第40図 畠ノ原遺跡の調査地点

た。

調査結果 調査地は，金上溜がある谷が北に延び，

浅い谷となって西方に向きを変える地点の南側斜面に位

置する。地形は北東方向に緩く下がっていく緩傾斜地

である。調査時は畑地であった。調査対象地内に 1~

4 トレンチとした 4 本のトレンチと， 5~7 トレンチと

した 3か所の試掘坑を設定し，手掘りによる表土除去

を実施した。確認面までの深さは， 4トレンチ以外は 0.2

~0.3m と浅い。 4 トレンチは埋没谷にかかっていたた

め表士は深く， lmを測った。調査の結果，住居跡 4基，

溝跡 5条を確認した。遺構の時期を決定できる遺物が

なかったため遺構の時期は不明である。ただし，ピット

4確認面覆土中より須恵器有台杯底部が出土しているこ

とから，このピットが 8世紀後半から 9世紀前半頃の

遺構である可能性を指摘できるかもしれない。

出土遺物 表土中より，縄文土器，弥生土器，土師

器，須恵器，石器が出土した。とくに縄文時代草創期の

爪形文土器の破片が出土しているのが注目される。

遺物説明

第42図

1 出士位置 ：4トレ表土注記： 4トレ表士 時代時期：縄文時代草

創期（爪形文土器） 器種：深鉢形もしくは鉢形土器 文様： 「ハ」字状

爪形文が縦位に施文されている 備考：底部付近の破片であ り，底部は

器壁が肥厚する。内面には発泡状の剥落が見られる。群馬県西鹿田中島

遺跡，下宿遺跡E地点の爪形文士器との類似から，草創期に位置付けら

れるものと考える。
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2 出士位置： 1トレンチ 1号溝覆士材質：須恵器器種：

杯残存：底部40% 法棗：底径 (7.0) 色調：灰色胎土：

砂（白．白透），骨針少技法等：回転ヘラ切り。焼成硬質。

備考：木葉下産か

3 出土位置： 4トレ材質：須恵器器種：杯残存：

底部周縁 20%,体部下半 15% 法量：底径 (6.8) 色調：

灰色胎士：礫（白），砂（白） 技法等：回転ヘラ切り。

焼成硬質。

4 出土位懺： lトレ材質：須恵器器種：有台杯残存：

底部 20% 法量：高台径 (9.1) 色調：灰色胎土：礫（灰

多，白少），骨針微量技法等：底部外面回転ヘラ削り。焼

成硬質。高台接地面外側が磨滅する。 備考：木菓下産か

5 出士位置：ピット 4覆士材質：須恵器器種：有台

杯か残存：底部90%(高台 20%欠失） 法量：高台径8.3

色調：灰色胎土：礫（白少，灰少，白透少），砂（白，

灰少），骨針微量技法等：回転ヘラ切り痕を底部中央に残

す。焼成硬質。使用痕はほとんどみられない。 備考：木

葉下産か

6 出土位置： lトレ材質：須恵器器種：有台盤か

残存：底部60% 法量：一色調：灰褐色胎士：礫（白多，

白透少，灰少），骨針微塁 技法等：裔台接合面に沈線は施

さない。底部外面ヘラ記号。内面やや磨滅する。焼成硬質。

備考：木葉下産か

7 出士位置： 4トレ材質：須恵器器種：高杯残存：

脚部端 10% 法量：脚部径(14.5) 色調：灰色胎士：砂（白

透），骨針微量技法等：内面に降灰する。外面脚部端黒化。

透かしあり。焼成硬質。 備考：木葉下産か

8 出土位置： 4トレ材質：士師器器種：甕残存：

口縁部 20% 法量：口径 (18.5) 色調：茶色，暗褐色

胎土：砂（白透多，白），白雲母多 技法等：口縁部ヨコナ

デ。外面頸部にヘラのあたり。脚部内面横方向ナデ。 備考：

新治窯付近産の常陸型甕か

9 出士位置： 4トレ材質：士師器器種：甕残存：

口縁部 20% 法景：口径 (13.6) 色調：外面…褐色，と

ころどころ煤ける。内面…褐色，暗褐色 胎土：砂（白透多，

白），黒雲母少 技法等：口縁部ヨコナデ。胴部内面横方向

ヘラナデ。

10 出士位置： 4トレ材質：土師器器種：甕残存：

底部 30%,脚部下端 30% 法量：底径 (7.0) 色調：外
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第 42図 畠ノ原遺跡第2次調査区出土遺物 (1)
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第43図 畠ノ原遺跡第2次調査区出土遺物 (2)

10 金上塙遺跡

大型井戸と推定される遺構が確認されているこ とが注目

される。

(2)第7次調査報告

(1)過去の調査

金上塙遺跡は，過去に 6次の調査が実施され，奈良・

平安時代の住居跡が 4基検出されている。 住居跡は，

第 1・5・6次調査区で検出されていることからみて，

那珂川を臨む台地縁辺部に集落域が広がるのがわかる。

今回の調査区もそうした集落域に含まれており，調査の

結果，やはり奈良•平安時代の住居跡が確認された。 な

お過去の調杏においては，第 6次調査区で 7世紀末の

調査経緯 金上字塙 807に所在する土地について

集合住宅建築の計画があり 「埋蔵文化財の所在の有無及

びその取扱いについて」の照会文書が提出された。 現地

は金上塙遺跡に当たっており，踏査を行なったところ，

土師器片などの遺物の散布を認めた。教育委員会は建築

•土木工事を行なう際は事前に試掘調査を必要とする旨

の回答を行なった。続いて， 文化財保護法 93条 1項に

基づく届出が提出されたため， 茨城県教育委員会にそれ
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第 44図

第 7表 金上塙遺跡調査一覧

次 調査年度 鯛査主体 調査種別 遺構 文献

1 1984 勝田市教委 試掘調査 住居跡1(奈良） 1 

2 1985 勝田市教委 試掘調査 なし 2 

3 1988 勝田市教委 試掘調査 なし 3 

4 1999 市教委 試掘調査 土坑2 4 

市教委 試掘調査
住居跡2(奈良），

5 2003 5 
溝1 (中世）

市教委 試掘調査
住居跡 1(平安），

6 2007 6 
井戸 (7c末）

文献

1 昭和59年度市内遺跡発掘調査報告書

2 昭和60年度市内遺跡発掘調査報告書

3 昭和63年度市内遺跡発掘調査報告書

4 平成11年度市内還跡発掘調査報告書

5 平成15年度市内辺跡発掘調査報告書

6 平成18年度市内這跡発掘調査報告書

を進達するとともに， 試掘調査についてひたちなか市生

活 ・文化・スポーツ公社に依頼した。試掘調査は 11月

30 日~12 月 6 日にかけて行われた。

住居跡が確認されたが，

た。

調査結果

金上塙遺跡の調査地点

工事立会いによる対応となっ

調査地は，那珂川低地を臨む台地縁辺部

に位憤する平坦地である。調査時は畑地であった。調査

1T 

戸
〗

2住）

第 46図

2T 

3溝＝

第 45図

ー
打

D
3T 

STO
 1溝

10m 

金上塙遺跡第7次調査区

吋~:
門―-K-,,'V______ _ 

49図— 1 1 Kl 

文 J~, ',,,

::: _\'j_'>---
O
-

2n 

金上塙遺跡第7次調査区第 1号住居跡(Kは撹乱）

地と台地斜面との間には林があり，

れる古墳が 1甚認められる。

その中に円墳と思わ

調査は 1-6トレンチとした 6本のトレンチを設定
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第 47図 金上塙遺跡第 7次調査区出土遺物 (1)
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第 48図 金上塙遺跡第 7次調査区出土遺物 (2)
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第 49図 金上塙遺跡第 7次調査区出土遺物 (3)

し， 重機による表土除去を実施した。確認面までの深さ

は0.4-0.5mを測る。調査の結果，住居跡4基溝 跡

4条を確認した。住居跡の時期は， 9世紀が 1基（第 4

号住居跡）， 11世紀が 1基（第 1号住居跡）， 時期不明

が2基である。溝跡は時期を決定できる遺物がなかっ

たため時期不明である。

第 1号住居跡は床面のみの遺存であり，床硬化面か

らかろうじて住居の範囲を窺うことができた。床面匝上

から土師器椀 lが出土したこと，床面付近の覆土中か

ら士師器三足鍋 3が出士したこと，床面に炉が認めら

れたことなどからみて， 11世紀頃の住居跡と推定した。

第4号住居跡は覆土中より須恵器杯 2が出土したため

9世紀の住居跡と推定した。なおトレンチ表土中からは

縄文土器，弥生土器，石器，鉄釘が出土している。

出土遺物 石器は剥片を 2点図化したが，縦長剥

片 lが旧石器時代の可能性がある。縄文土器は田戸下

層式及び繊維土器が，弥生土器は足洗式が出土している。

三足鍋は鍋部外面が煤けることからみて火にかけられた

ことがわかる。第 1号住居跡の炉で用いられた可能性

は高いだろう。

遺物説明

第 47図

1 出士位置 ：2トレ表士注記 ：2トレ表士器種 ：縦長剥片石材 ：

メノウ 法量：長さ 23m,幅 16mm, 厚さ 6m 童量 ：1.8 g 備考 ：

上部を欠損する。 表面にローム士の付着が見られることから, I日石器時

代のものの可能性がある

2 出土位置： 2トレ表土注記： 2トレ表土器種：横長剥片石材：

石英法星：長さ 12m,幅 23m,厚さ 3m 重量 ：0.7 g 

第 48図

1 出士位置： 2トレ表土 注記： 2トレ表士 時代時期：縄文時代早

期（田戸下層式） 器種：深鉢形土器文様：太沈線文

2 出土位置： 3トレ表土 注記： 3トレ表土 時代時期：縄文時代早

期か器種：深鉢形土器文様：無文

3 出士位置： 3トレ表士 注記： 3トレ表士 時代時期：縄文時代早

～前期（繊維士器） 器種：深鉢形士器文様 ：無 文 備考 ：胎土に繊維

を含む

4 出土位置： 3トレ表土 注記： 3トレ表土 時代時期：縄文時代早

～前期（繊維士器） 器種：深鉢形士器文様：不明備考：胎土に繊維

を含む

5 出士位置 ：3トレ表土 注記 ：3トレ表士 時代時期 ：弥生時代中

期（足洗式） 文様 ：口唇部縄文．口縁部平行沈線（半銭竹管）

6 出土位置： 3トレ表士 注記： 3トレ表士 時代時期：弥生時代中

期 （足洗式） 文様 ：平行沈線（半裁竹管）

7 出土位置 ：3トレ表土 注記 ：3トレ表土 時代時期：弥生時代中

期（足洗式） 文様 ：平行沈線 （半載竹管）

8 出土位置 ：4住覆土注記 ：4住フク上時代時期 ：弥生時代中期
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文様：付加条縄文 (LR+R) 

9 出士位置： 3トレ表土注記： 3トレ表土 時代時期：弥生時代中

期文様：付加条縄文 (LR+R, LRは1段3条）

10 出土位置： 2トレ表土注記： 2トレ表土 時代時期：弥生時代

中期器種：大型壷形土器文様：反撚り縄文 (RR) 備考：内面が

剥落

11 出士位置： 2トレ表士注記： 2トレ表土 時代時期：弥生時代

中期文様：付加条縄文 (LR+R) 

12 出士位置： l住覆士注記： 1住フク土時代時期：弥生時代中

期文様：付加条縄文 (LR+R) 

第49図

1 出士位置： l住床面材質：士師器器種：椀残存：底部 70%

法量：高台径 7.4 色調：外面•••褐色，内面…黒色胎士：細砂（明褐，

透），骨針微量技法等：底部内面放射状ヘラミガキ•黒色処理

2 出土位置： 4住覆土材質：須恵器器種：杯残存：底部外周

25% 法量：底径 (6.7) 色調：灰色胎土：礫（透，灰），骨針微量

技法等：回転ヘラ切り。底部外面ヘラ記号。焼成硬質。 備考：木葉

下産か

3 出士位置： 1住覆士材質：士師器器種：三足鍋残存：脚部

法量： 色調：外面…暗褐色，黒褐色，内面…橙褐色，断面褐色 胎土：

礫（灰少，白少，透少），砂（透多，白褐） 技法等：外面縦方向ヘラ削り。

内面横方向ナデ。鍋部の外面が煤けており，火にかけられたものと思わ

れる。脚部接地面に磨滅は認められない。

4 出土位置： 2トレ材質：鉄器種：釘残存：先端部欠失法量：

残存長 4.4,頂さ 7.64g 



II1 本調査報告

l 三反田蜆塚遺跡第 3次調査報告

(1)発掘調査の経緯

三反田字天王前 5115-1に所在する土地について，埋

蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて」の照会

文書が提出された。現地は平成 22年 3月の試掘調査で

遺構が確認されていたため教育委員会は建築•土木工事

を行なう際は柑前に発掘調査を必要とし，文化財保護法

93条 1項に基づく届出が必要である旨の回答を行なっ

たところ， 6月 10日に提出するようされたため， 茨城

県教育委員会にそれを進達するとともに，発掘調査の準

備を進めた。発掘調査は 7月 22日から 8月 23日にか

けて行われた。

(2)調査の経過

調査期間／平成 23 年 7 月 22 日~s 月 23 日

調査担当／佐々木義則

調査面積/154rrl 

時代／古墳時代後期，江戸時代

遺構／住居跡 1基，士坑4基，溝跡 2条

調査地は，台地縁辺部から 60mほど離れた地点に位

置し，地形は北東方向に緩く下がっていく緩傾斜地であ

る。調査時は畑地であった。調査区東脇には中丸川低地

に下りていく小道が通り，低地に下りたところに現在も

豊富な湧水が小さな滝のようになって湧きだす湧水点が

所在する（第 50図参照）。古墳時代の集落立地を考え

る際，この湧水点の存在は大きい。

さて今回の調査は個人住宅建築に伴う発掘調査であ

り，建物部分を中心に調査区が設定された。当地区は過

去の試掘調査により遺構分布は把握されていたため，今

回の調査区に係る遺構はおおよそ予想がついた。しかし

第 3号溝などは過去の試掘トレンチの間から検出され

ているなど，やはり本調査によって明らかになる遺構も

あった。なお今回検出された遺構番号は，過去の試掘時

に付された番号に従っている。それでは以下，簡単に調

査の経過を記す。

7月 22日：重機による表土除去開始。 7月 23日：

表士除去終了。 7月26日：遺構掘り込み開始。午後

小学6年生4名発掘体験。 8月 10日：第8号住居跡
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第 50図 三反田蜆塚遺跡の調査地点

写真4 遺構確認状況

写真5 ふるさと考古学受講生の発掘体験

遺物出土状況写真・図作成。 8月 12日：第 8号住居

跡完掘平面図作成。 8 月 17 日：溝•土坑の写真 ・図

の作成を進める。 8月 18日：調査区全体写真撮影。

午後機材撤収し作業終了。

(3)住居跡

第8号住居跡

遺構 1・3号溝跡と重複しており，新旧関係は第

8号住居跡→第 3号溝跡である。第 1号溝跡との新旧

は不明。住居跡東壁は調査区外に位置しており未調査と
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ピットは， P 2・3が主柱穴，

P 5・6が補助柱穴になるも

のと思われる。主柱穴の深

さはp2が75C ffi, p 3が

65 Cmを測るのに対し，補

助柱穴の深さは p5が20C 

m, P 6が25Cmと浅い。 1.1

XI.Omの平面規模を持つP

1は，住居跡南壁ラインから

張り出して掘り込まれてお

り，ピットを取り囲むように

床面には隆起帯がめぐってい

る。 p4は壁際に認められ

たピット状の掘り込みである

が，その底面はすぼまってお

り，壁柱穴の可能性は低いの

ではないかと思われる。床面

は主柱穴で囲まれる範囲を中

心に硬化し一部壁際まで硬化

しているが，住居隅は軟質部

がひろがるようである。竪穴

部の覆土は，竪穴部の外周部

にロームブロックを含む土が

堆積する。住居廃絶後に周り

からある程度埋め戻したこ と

も考えられるが，あるいは竪

穴部周囲の周堤帯を形成し，

さらに屋根下部にも載せられ

ていた住居掘削土が，住居廃

絶後に竪穴部周囲に落ち込ん

第 51図 三反田蜆塚遺跡第 3次調査区 （網かけ部）

なっており，東壁際に炉もしくは鼈が設置されていたも

のと推定される。ただし覆土断面に窟材の崩壊・流出層

が認められなかったことからすると，窟であったとして

も規模は小さいものであったろう。当住居跡の主軸方向

はN-72°-Eを測る。竪穴部の規模は南北7.4mを測る。

東西の規模は不明である。壁高は北壁63Cm, 西壁

75 cm, 南壁72cmを測る。競周溝は明瞭ではないが，

西壁直下などところどころやや窪む部分が認められた。

だ状況を示しているのかもし

れない。覆土第 1-3層は

暗褐色土を基調としていることからみて自然埋土と考え

てよいだろう。住居掘形は特に認められなかった。

遺物出土状況 遺物は上層から下層にかけて出上し

ているが，とくに人為的埋土と考えられる下層部からの

出土が多い。遺物のまとまりは，竪穴部北西隅の覆土上

層部に認められる以外は，散在した出土状況を示してい

る。なお遺物 32・33・35・36といった手づくね士器

が床面および覆士下屑から近接して出士することは注意
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第 52図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区出土遺構

したい。

遺物説明

第 55図

1 注記：P23・33 材質：士師器器種：杯残存：ほぼ 100% 法量：

口径 14.4,稜径 11.8,器高5.3 色調：橙～赤～褐～暗褐～黒色胎土：

砂（白少，透多），鉄分の粒が若干みられる 焼成 ：良好技法等 ：外面

口縁部ヨコナデ，体部ヘラ削り。内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，体

部ヨコナデ後渦巻状にヘラミガキ。 使用痕 ：外面体部が磨滅している。

備考 ：内面器面の一部が剥離している。
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第53図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第8号住居跡断面図

土層説明

8 住 AB• CD土層断面

1 暗褐色 （ローム粒含む）

2 暗褐色 （ローム粒やや多里含む）

8住 EF土層断面 2 黄褐色 （暗褐色土少量混じる） ローム粒多量含む）

I 明褐色 （硬化した土のブロック （ロー 3 黄褐色 （ローム主体）

ム土と黒色土の混合層）を多塁含む） 4 黄褐色 （ロームブロック主体貼床）

3 暗褐色 （ローム粒やや多呈含む 明褐 2 暗褐色 （ローム粒含む ロームブロッ

色土（ローム粒多呈含む）ブロック含む） ク少塁含む） 8住ST土層断面

4 褐色 （ローム粒多呈含む ローム小プ 3 明褐色 （ローム粒非常に多塁含む 1 明褐色

ロック含む） ローム小プロック含む）

5 明褐色 （ローム粒多量含む ローム小 4 黄褐色 （ローム士多量混じる） 8住 UV土層断面

プロック含む） 1 明褐色

6 明褐色 （黒褐色土混じる ローム粒多 8住GH土層断面

塁含む） 1 明褐色 （ローム小ブロック多蜃含む）

7 明褐色 （ローム粒多量含む ロームプ 2 貧褐色 （ローム土主体） 1溝AB土層断面

ロック少塁含む） 3 黒褐色 （ローム粒含む） 1 褐色 （耕作土）

8 明褐色 （黒褐色土混じる ロームブ 4 明褐色 （ローム粒含む） 2 褐色 （ローム粒含む）

5土坑AB土層断面

l 暗褐色 （ローム粒少塁含む）

2 黄褐色 （ローム土と暗褐色土の混合層）

3 褐色

4 明褐色 （ローム土多塁混じる）

5 褐色 （ローム粒含む (I号溝覆土））

SA土坑AB土層断面

1 暗褐色 （ローム小ブロック多呈含む）

2 明褐色 （ロームブロック多塁含む）

ロック含む） 5 暗褐色 （ローム粒非常に多量含む）

9 明褐色 （ローム粒多量含む 黒褐色土 6 明褐色 （ローム粒非常に多量含む）

3 暗褐色 （黒ボク土少鼠含む）

4 褐色 （ローム土少量含む）

小ブロック含む ローム小プロック含む） 7 明褐色 （ローム粒多呈含む ローム小 5 黒褐色 （ローム土少呈含む）

10 暗褐色 （ローム粒やや多呈含む） プロック含む） 6 褐色 （ローム粒含む）

II 褐色 （ローム粒多呈含む ロームプ 7 黒褐色

ロック少呈含む） 8住 KL土層断面 8 暗褐色 （ローム粒やや多呈含む）

12 明褐色 （ローム非常に多呈含む ロー 1 暗褐色 （黒褐色土混じる ローム粒や 9 褐色 （ローム粒多呈含む）

ムブロック含む 黒色土粒含む） や多量含む） ID 褐色

13 黒褐色 （ローム粒非常に多鼠含む 2 明褐色 （ロームブロック含む ローム

ロームブロック含む 黒色土混じる） 粒やや多蜃含む） 1溝CD土層断面

14 明褐色 （ローム粒多呈含む ロームブ 3 黒褐色 （ロームブロック多呈含む） 1 暗褐色 （ローム粒やや多塁含む）

ロック含む） 4 黄褐色 （ローム土主体） 2 褐色 （ローム土混じる）

15 褐色 （ローム粒やや多堡含む ローム 5 黄褐色 （暗褐色土混じる） 3 明褐色 （ローム粒多呈含む。ロームブ

小ブロック含む） ロック含む）

16 明褐色 （ローム粒多星含む ロームブ 8住 MN士層断面

ロック含む） 1明褐色

17 褐色 （黒褐色土混じる ロームブロッ 3溝AB土屠断面

ク含む） 8住OP土層断面 1 褐色 （ローム粒含む）

18 明褐色 （ローム粒非常に多量含む I 褐色 （暗褐色土混じる） 2 明褐色 （ローム土薄く混じる）

ロームブロック含む） 2 貧褐色 （褐色土混じる） 3 暗褐色 （ローム粒やや多豊含む 締ま

19 明褐色 （ローム粒多塁含む ロームブ 3 黄褐色 （ローム土主体） りあり（通路として使われていたか？）

ロック少量含む） 4 明褐色 （ローム土混じる）

20 暗褐色 （明褐色士混じる 黒褐色土混 8住 QR士層断面 5 明褐色 （ローム土多量含む）

じる） 1 明褐色 （暗褐色士少量混じる） 6 明褐色 （ロームブロック多量含む

BB土坑土唐断面

l 褐色 （ローム小プロ ック含む ローム

粒やや多量含む）

2 明褐色 （ローム粒多呈含む）
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2 注記： P103• 105, 4区No.2• 4 材質：士師器器種：杯残存：

20% 法量：口径 (16.0),稜径 (13.0),器高 (4.4) 色調：橙色胎土：

礫（白美），砂（白多，透多，黒少） 焼成：良好技法等：外面口縁部

ヨコナデ，体部ヘラ削り。内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，体部不明。

使用痕：ー備考：内外面と器面の一部が剥離している。

3 注記： P2 材質：土師器器種：杯残存： 60% 法量：口径

15.0, 稜径 13.0,器高 4.8 色調：橙～黒褐色胎士：礫（白微），砂（白

少，透多，灰微） 焼成：良好技法等：外面口縁部ヘラナデ，体部ヘラ

削り。内而ヨコナデ後ヘラミガキ。 使用痕：―

4 注記： P35・38, 4区No.2・3 材質：土師器器種：杯残存：

70% 法量：口径 14.4,稜径 13.4,器高 5.5 色調：外而橙～黒色，内

面橙色胎土：砂（白少，透多），きれいな胎士焼成：良好技法等：

外面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，体部ヘラ削り後ヘラミガキ。内面口

縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，体部ヘラナデ後放射状ヘラミガキ。 使用痕：

ー備考：内外面とも器面の一部が剥離している。

5 注記：P82, II区No.9 材質：土師器器種：杯残存： 10% 法量：

口径 (14.0),稜径 (11.6),器高 (5.3) 胎土：砂（白少，透多，黒少）

色調：外而橙色，内而橙～赤色焼成：良好技法等：外而口縁部ヨ

コナデ，体部ヘラ削り？内面不明，赤彩ありか？ 使用痕：ー備考：

内外面とも器面が非常に磨滅している。

6 注記： P21 材質：士師器器種：杯残存： 20% 法量：口径

(13.0), 器高 (5.5) 色調：にぶい黄橙～褐～暗褐色胎土：礫（白少），

砂（白少，透多，黒微），鉄分の粒が少量みられる。 焼成：良好技法等：

外面口縁部ヨコナデ，体部ヘラ削り。内面口縁部ヨコナデ，体部ヘラナデ・

ヘラミガキ？ 使用痕：一備考：内而体部器而が剥離している。

7 注記： Pl・7・10, 4区No.3・8, S D 1 No. 1 材質：土師器器種：

杯残存： 10% 法量：口径 (14.0),器高 (5.0) 色調：橙色胎土：

礫（白微），砂（白少，透多，黒微） 焼成：良好技法等：外面口縁部

ョコナデ，体部ヘラ削り。内面ヨコナデ後細く粗いヘラミガキ。 使用痕：

8 注記： P87 材質：土師器器種：杯残存： 90% 法量：口径

14.1, 器高 4.3 色調：外而橙～赤橙～黒色，内而赤褐色胎土：礫（赤

微），砂（白多，透多，黒多） 焼成：良好技法等：外面口縁部ヨコナデ，

体部ヘラ削り。内面ヘラナデ後ヘラミガキ。 使用痕：一備考：口縁

端部が細かく欠損し，内外面とも器面が磨滅している。

9 注記：Pl 1, 4区No.3 材質：土師器器種：杯残存：40% 法量：

口径 (14.0),器高 (5.0) 色調：赤色胎士：砂（白少，透多） 焼成：

良好技法等：外面口縁部ヨコナデ，体部ヘラ削り。内面放射状に密な

12 注記： 4区Na2 材質：士師器器種：杯残存： 10% 法量：

口径 (13.0),器高 (3.4) 色調：外面赤～黒色，内而赤色胎土：砂（白

少，透多） 焼成：良好 技法等：内外面とも口縁部ヨコナデ，体部ヘラ

ナデ。内外面とも赤彩されている。 使用痕：―

13 注記： pgg 材質：土師器種類：杯残存： 50% 法量：口径

13.0, 器高 5.9 色調：橙～暗赤褐色胎土：礫（白少），砂（白多，透多）

焼成：良好技法等：外面口縁部ヨコナデ，体部ヘラ削り。内面口縁部

ョコナデ，体部ヘラナデ？ 使用痕：内面口縁部が磨滅している。 備考：

内面体部の一部が磨滅している。

14 注記： P3・4・5 材質：土師器器種：杯残存： 30% 法量：

口径 (13.4),器高 (5.7) 色調：外而橙褐～淡橙褐色，内而橙褐色胎土：

礫（白微灰微），砂（白多，透多） 焼成：良好技法等：外面口縁部

ョコナデ，体部ヘラ削り。内面口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ，体部ヘラ

ナデ後ヘラミガキ。 使用痕：ー備考：内面体部の器面が剥離している。

15 注記： P60 材質：土師器器種：高杯残存：杯部下位～脚部

上位80% 法量：器高 (5.7) 色調：にぶい黄橙色胎土：礫（白微），

砂（白少，透多） 焼成：良好技法等：外面杯部ヘラナデ，脚部ヘラミ

ガキ。内而杯部不明，脚部ヘラナデ。 使用痕：ー備考：内面杯部器

面が磨滅している。

16 注記：P76 材質：土師器器種：高杯残存：脚柱部 100% 法置：

器高 (10.0) 色調：淡黄色胎士：礫（灰微），砂（白少，透多） 焼成：

良好技法等：外面ヘラミガキ，内面ヘラナデ・ユビナデ使用痕：―

17 注記： Na 1 材質：土師器器種：高杯残存：脚部上部 100%

法量：器高 (7.1) 色調：外面橙色，内面にぶい橙色 胎士：砂（白多，

透多） 焼成：良好技法等：外而ヘラミガキ？，内而ヘラナデ。杯部と

脚部の接合はソケット状。 使用痕：一備考：外面器面が磨滅している。

18 注記： P2 材質：土師器器種：高杯残存：脚部 50% 法量：

底径 (8.1),器高 (5.0) 色調：橙色，脚内面黄橙～黒色胎士：礫（白微），

砂（白少，透多） 焼成：良好技法等：外面杯部ヘラ削り，脚部ヨコナ

デ。内面杯部ヘラナデ？，脚部ヘラナデ。 使用痕：ー備考：内面杯

部器面が磨滅している

19 注記： Na 3 材質：土師器器種：器台残存：杯部 20% 法量：

口径 (9.0),器高 (2.1) 色調：赤橙色胎士：礫（白微），砂（白多，透多）

焼成：良好 技法等：内外面ともヘラナデ・ヘラミガキ。内外面とも

赤彩されている。 使用痕：一

20 注記： P92 材質：須恵器器種：ハソウ残存：胴～底部20%

法量：胴径 (9.2),器高 (5.5) 色調：外面青灰～黄白色，内面青灰色胎士：

砂（白微，透微） 焼成：硬質技法等：回転ヘラ削り 使用痕：―
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23 注記： P16・17・18・20・30 材質 ：士師器器種：甕残存：

口縁部30%,肩部20% 法量：口径 (16.4) 色調：橙色胎士：礫（白褐，

灰少），砂（白多，白透） 技法等：外面•••肩部ヘラ削り。口縁部ヨコナデ。

内面• •肩部横方向ヘラナデの後，ヘラミガキ。 口縁部ヨコナデ。

24 注記： P38• 84 材質：土師器器種 ：甕残存 ：口縁部30%

法量：口径 (19.5) 色調：内外面橙色，断面褐色胎士：礫（灰チャー

ト），砂（透，灰，角閃石・輝石類，白少） 技法等：外面…頸部縦方向

ヘラナデの後，粗い縦方向ヘラミガキ。口縁部ヨコナデ。内面•••頸部横

方向ヘラナデ。口縁部ヨコナデの後，粗い横方向ヘラミガキ。

25 注記：P81, Il区Nu3, SD3 Nu 5 材質：土師器器種：甕残存：

口縁部20% 法量：口径(23.5) 色調：内外面明褐色，断面黒灰色 胎土：

礫（灰，白透少，黄透少） 技法等 ：外面…口縁部ヨコナデ。肩部外面へ

ラ削り。内面••口縁部ヨコナデ。肩部外面横方向ヘラナデ。

26 注記：P69 材質：土師器器種：甕残存：底部法量：底径7.6

色調：外面…橙色，黒褐色。底部中央黒色。内面••橙色胎土：礫 （白

透），砂（白透多， 白少）， 黒雲母細片多 技法等：外面•• •底部粘土紐接

合痕。底部 l 方向ヘラ削り。胴部外面横方向ヘラ削り。内面• ••ヘラナデ

により平滑になる。

27 注記： P80, ill区Nu4• 7 材質：土師器器種：甕残存：底部

法量：底径9.1 色調：外面•••黒色，暗褐色。 内面•••橙褐色。 胎土：

礫（灰少，白褐少，暗赤），砂（白褐） 技法等： 外面•••底部外周・胴部

ヘラ削り 。 内面 •全体的に表面が剥離してお り ， 調整不明。

28 注記：P86 材質 ：土師器器種：甕残存：底部法星：底径7.3

色調：橙色，暗褐色胎士：礫（灰少），砂 （透，灰少） 技法等 ：外

面••胴部下端縦方向ナデ。底部中央窪む。内面…ナデ。

29 注記 ：P13 材質：土師器器種：甕残存：上半部30% 法量 ：

口径(141) 色調：外面…褐色。 内面• ••暗褐色。 胎土：礫（白少），砂（白，

白透，透） 技法等：外面•••胴部外面ヘラ削り 。 口縁部ヨコナデ。肩部器

表面荒れる。 内面…胴部横方向ヘラナデ。 口縁部ヨコナデ。 内面暗色化

-46-

しており，汚染によるものか。

30 注記： P88,II区No.2・3材質：士師器器種甕残存：口縁部25%,肩部

30%, 胴部中位 10% 法量：口径 (13.7) 色調：橙褐色，口縁部内面

から外面にかけて黒色，暗褐色 胎土：小石（明灰少，白褐少）， 砂（透，

赤チャー ト少，白褐） 技法等：外面•••胴部ナデ。頸部縦方向ヘラナデ。

口縁部ヨコナデ。内面…胴部横方向ヘラナデ。口縁部ヨコナデ。

31 注記： P48 材質：土師器器種：台付甕残存： 脚部70% 法

量：底径8.8,器高 (6.0) 色調： にぶい黄橙色胎士： 砂（白少，透多）

焼成：良好技法等：外面ヘラ削り。 内面ヘラナデ。 使用痕： 一

第 57図

32 注記：P97 材質：土師器器種：手づくね土器残存：若干欠失（ほ

ぼ完形） 法量 ：器高5.2 色調 ：赤褐色，黒色胎土 ：砂 （白褐）技法

等：成形は手づく ねによる。口縁は歪む。 口縁を除く外面全体に粘士粒

が貼り付けられている。粘土粒は35ほど認められ， そのうちの2つは

他より大きく口縁部下につけられており，その先端は 2つとも欠けてい

る。粘土粒の剥がれた跡が3ヵ所認められる。

33 注記： P95 材質 ：士師器器種 ：手づくね士器残存 ：ほぼ完

形 法量 ：口径2.6,器高3.7,底径3.7 色調： 上面赤色，他は橙褐色，

明褐色，黒灰色 胎土 ：砂（白褐，白透少） 技法等：成形は手づくねに

よる。胴部外面には粗くヘラ削りが施される。ひだ状の部分の上面から

口縁部にかけて赤色を呈する。ベンガラ塗布か。

34 注記 ：P22 材質：土師器 器種 ：手づくね土器残存 ：口縁部

欠失 法量 ：底径 3.9,現存高 6.4 色調 ：外面胴部橙褐色・底部黒色

胎士：砂 （白褐） 技法等：成形は手づくねによる。胴部外面には粗くへ

ラ削りが施される。内部は未調整。

35 注記： P96 材質：土師器器種 ：手づくね土器残存： 口縁部

若干欠失 （ほぼ完形） 法量 ：口径 5.3,器高 4.7,底径 3.7 色調 ：外

面••上半部茶褐色，下半部黒色。 内面• •体部茶褐色，底部黒褐色 胎上：

礫（白，白透，明褐少，赤少），骨針微量技法等 ：成形は手づくねによ
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第 57固 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第8号住居跡出土遺物 (3)

る。体部外面には粘土輪積み痕が顕著に残り，部分的に指頭圧痕も残る。

底部外面は特に調整痕は認められない。底部内面は指頭圧痕が残る。体

部内面は一部に粘土接合痕が認められるが．ヘラナデが弱く施され，指

頭圧痕はみられない。

36 注記：P98 材質：土師器器種：手づくね土器残存：完形法量：

口径 1.9,器高3.6,底径3.6 色調：褐色，黒色胎土：礫（白，褐），

骨針微量技法等 ：礫（白，褐）， 骨針微量技法等 ：手づくね成形。内

外面にどころ所粘士紐接合痕がみられる。底部外面未調整。

37 注記 ：PlOO 材質：土師器 器種 ：手づくね土器残存：底部

100% 法量 ：底径 5.5,器高3.2 色調 ：暗褐色胎士 ：砂（白多，透

多） 焼成：良好技法等：外面ヘラナデ ・ユビナデ。内面ヘラナデ。

使用痕 ：一

38 注記 ：P34 材質： 土師器器種 ：球状土錘残存 ：30% 法棗 ：

推定 (3.9X 3.9 X 2.7), 現重量 11.3g 色調：外面暗褐色，破面橙褐色

胎土 ：砂（白褐白透） 技法等： ―

39 注記：P68 材質：土師器 器種：球状士錘残存：完形 法量：2.7 
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X 2.7 X 2.6, 頂量 17.0g 色調：褐色．橙褐色胎土：一技法等：―

40 注記： 12 材質：鉄滓残存：大きな破面は認められない 法量：

33.2 x 19.1 x 10.7mm。重さ2.5g。 特徴：粘土分の多い鉄滓で軽い。

鍛冶滓だろう。

41 注記：S6 材質：石（軽石）器種：不明残存：若干欠失法量：

6.7 X 5.9 X 4.5, 19g 色調：明褐色

42 注記： S7 材質：石（軽石）器種 ：不明残存：完形法量： 6.7 

X 4.5 X 4.0, 16g 色調：灰褐色

(4)溝跡

第 1号溝跡

遺構 南北方向に延びる幅 1.2m, 深さ 0.6mを測

る溝跡である。底面付近を一段深く掘り込む断面形を

もつ。第 1号溝跡が埋没した後に第5号土坑（井戸跡）

が掘られているが，その他の遺構との新旧は明らかでは

ない。古代の遺物が出土しているが混入品の可能性もあ

るため，溝跡の時期は不明としておく。

遺物説明

1 注記： pg 材質：須恵器器種： 杯残存：底部25% 法量：底

径 (8.0) 色調：暗灰色胎土：礫（白），骨針微量技法等：回転ヘラ

切り未調盤。焼成硬質。 備考：木菓下産か

2 注記： Pl 材質：須恵器器種：短頸壷蓋残存：口辺部50%欠

失法量：口径 13.5,器高4.9,紐径2.6,紐高 1.3 色調：灰色胎土：

礫（白，灰），骨針微量 技法等：上面全体に自然釉が薄くかかる。焼成

硬質。天井部外面回転ヘラ削り。

3 注記：No. 1・5 材質：士師器器種：甕残存：口縁部20% 法量：

口径 (17.7) 色調：橙褐色，褐色胎士：橙褐色．褐色胎土：砂 （白

透多，白），白雲母多 技法等：口縁部ヨコナデ。頸部内面器表面荒れる。

胴部内面は黒く汚染される。

4 注記 ：P3 材質：土師器器種：球状士錘残存 ：30%欠失法

量：3.6 X 3.4 X (2.9), 童量28.9g 色調：褐色胎土：砂（白透．白少），

骨針微量技法等：ナデ

5 注記：S3 材質：石（砂岩）器種：台石残存：大きく欠失法量：

21.5 X l 1.0 X 8.3, 重さ 2754g 色調：灰褐色使用痕：平坦面中央に

窪みあり。平坦面には銹状の付棺物が認められる (I点鎖線の範囲）。荒

砥として用いられたか。平坦面の周縁に一定の幅で敲打痕が巡っている。

石の隅部を利用して何かを叩き加工した際の痕跡と考えられる。部分的

に赤くなっているため．火を受けている可能性がある。 備考：縄文時

代の石器の再利用か

第3号溝跡

遺構 第 1号溝と並行するように延びる溝である。

幅 1.2m, 深さ 0.65mを測り，規模も第 1号溝跡に

類似する。第8号住居跡が埋没した後に掘削されている。

時期を決定できる遺物は出土していない。

遺物説明

1 注記 ：S2 材質：石（石英斑岩か） 器種：敲石残存：長軸両

L U,  ニ1号溝跡
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第58図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区溝跡出土遺物

側を欠失法塁： 13.1 X 11.0 X 5.8, 重さ 1,080g 色調：褐色使用痕：

敲打痕2ヵ所。下面火を受けているか？

2 注記： S1 材質：滑石 種類：石製模造品（勾玉） 法量： 5.0X 1.5 

X0.8, 重さ 11.0g 色調：暗青灰色技法：表面に削り痕薄く残る。

(5)土坑

第5号土坑

遺構 ローム士を裏込め士とする確認面での直径

1.3 mを測る円形の井戸跡と思われる。かなり深くなる

ことが予想され調査が危険であったため，上部の調査の

みにとどめた。遺物は覆土中から出土しているが，その

なかに肥前産青緑釉輪禿皿があるので 17世紀後半から

18世紀前半頃の井戸になるものと考えられる。

遺物説明

1 注記： P2 材質：陶器器種 ：皿残存 ：底部50% 法量：高台

径 (5.0) 色調 ：素地白褐色胎土 ：一技法等 ：内面青緑釉。体部外

面透明釉。 底部外面露胎。見込み蛇ノ目釉ハギ。 備考 ：肥前産青緑釉

輪禿皿

2 注記：Pl 材質：土師質土器器種：内耳鍋残存：内耳部法量：

一 色調 ：内外面明褐色胎土 ：砂（白， 透，灰少） 技法等：ナデの痕

跡からみて，隣接してもうひとつ内耳部がつくようである。

3 注記 ：Cl 材質：銅器種：煙管（雁首） 残存：火皿欠失 法量：

小口内径0.75,重量5.5g

4 注記 ：C3 材質：鋼器種：煙管 （吸口）残存 ：完形法塁： 全

長5.5,小口内径0.9,重さ 4.8g

5 注記： 11 材質 ：鉄器種： 鎚？ 残存：完形？ 法量：頂さ

18.8g 
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第59図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第5号土坑出土遺物

第7号土坑

長軸 1.6m, 短軸0.7m, 深さ 0.4mを測る長方形の

土坑である。しまりのない覆土であったので，近代以降

に掘られた士坑ではないかと思われる。出士遺物は無い。

第8A号土坑

長軸 1.2m,短軸 l.lm,深さ 0.2mを測る浅い円形土

坑の東西に張り出し状の浅い掘り込みを有する土坑であ

る。覆土中にロームブロックを多量に含むことから，人

為的に埋め戻されたものと考えられる。士坑の底面か

ら，縄文時代の凹石が割れた状態でまとまって出土した

ほか，寛永通賣（古寛永）や土師質土器の小皿も出土し

ている。江戸時代の土坑であろう。第 5号土坑とした

井戸跡と関わる遺構の可能性がある。

遺物説明

注記： NC12 材質：須恵器器種：杯 残存 ：底部20% 法量 ：

底径 (8.1) 色調：灰色胎土：礫（白），骨針少技法等：底部外面へ

ラ削りの後ヘラ記号。焼成硬質。 備考：木葉下産か

2 注記： P2 材質：士師質士器器種：小皿残存： 完形法量：

口径6.8,器高2.0,底径4.7 色調：明橙褐色胎土：一技法等：回

転糸切り。内面黒色・茶色に汚染。

3 注記：銭 l 材質：銅器種：銭貨（寛永通賞）残存：完形法量：

2.5 X 2.5, 孔径0.6,厚さ 0.12,重さ 3.7g 備考 ：古寛永

4 注記：銭2 材質：銅器種：銭貨（銭文不明）残存：完形法量：

2.5 X 2.5, 孔径0.55,厚さ 0.19,重さ 3.4g 備考 ：寛永通賓か

5 注記： S6 材質：石（砂岩） 器種：台石残存：長軸の一方が大

きく欠失法量：24.5 X 21.6 X 5.5, 重さ 3872g 色調：灰色使用痕：

平坦面の一方に敲打痕Aが認められ，その面には窪みも 1ヵ所認められ

る。窪みの中には鉄分が沈着している。もう一方の平坦面は全体的に平

滑であり， 荒砥として用いられた可能性がある。 備考 ：縄文時代の石

器の再利用か

6 注記： S2 材質：石（砂岩） 器種：凹石残存：大きく欠失。平

坦面の一方の表面が大きく剥離する。 法量： 21.4X31.2X 10.3, 重さ

10910g 色調：灰色使用痕：平坦面の一方に2ヵ所，もう一方に 1ヵ

所の窪みがある。平坦面は平滑。 備考：縄文時代の遺物の再利用か

7 注記： S1 材質： 石 （砂岩）器種：台石残存： 一 法量： 19.4 
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第60図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第SA号土坑出土遺物

X 11.9 X 6.9, 重さ 2348g 色調 ：灰褐色使用痕 ：平坦面が両面とも

やや磨滅している

8 注記 ：S4 材質：石（砂岩） 器種：台石残存： 端部 lヵ所欠失

法量： 19.2 X 22.3 X 8.2, 重さ 5140g 色調 ：灰色使用痕 ：平坦面の

隅部に敲打痕が若干認められる

9 注記 ：S3 材質： 石 （砂岩）器種：不明残存： 一 法量 ：18.5 

X 12.6 X 12.2, 重さ 3428g 色調：全体煤けて黒色 使用痕：全体が煤

ける。部分的に厚く煤が付着。

10 注記： ss 材質：石（砂岩） 器種 ：凹石 残存：長軸一方を大

きく欠失法量：6.1 X 6.1 X 3.9, 重さ 204g 色調：破面暗灰褐色使

用痕 ：平坦面両面に窪みが 1か所ずつあり 備考：縄文時代の遺物か
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(6)弥生時代以前の出土遺物

遺構覆土および表土中より，弥生時代以前の遺物が出

士している。以下まとめて報告する。

遺物説明

第 61図

1 出士位置： SKSA 注記： SKSANu 2 時代時期：縄文時代前期（興

津式） 器種：深鉢形士器 文様：口唇部に窪みを作出，その付近に刺突文，

口縁部に縦位の平行沈線文（細い半載竹管），胴部に横位の平行沈線文（太

い半載竹管）

2 出土位磁： SD3 注記： SD3 No. 9 時代時期：縄文時代中期（五領ヶ

台式） 器種：深鉢形土器 文様：羽状縄文撚糸文 (LRとRLの結束）．

結節文

3 出士位置： 8住， SD3 注記： 8住P54・75,8住NuI, 8住II区Na

6・7・9, 8住川区Nu3-4-5・7・8・9, 8住4区Na5, SD3 Na 2・8・9, 表士

Na4 時代時期：縄文時代中期（加曽利E式） 器種：深鉢形土器法景：

口径 200mm (残存率 38%),最大径 216mm (残存率 27%) 文様：把手

の付属が推定される．口縁部に 2条の隆帯．隆帯が連結する部分あり (2

箇所の破片が残存）．無節縄文 (L) 備考：同一個体の破片が 26点検

出されている，外面に炭化物付着

4 出士位置： 8住 注記： 8住旧区Na8 時代時期：縄文時代中期（加

曽利E式）器種：深鉢形土器文様：隆帯，単節縄文 (LR)か備考：

外面に炭化物付着

5 出土位置： SDI 注記： SDl Na I 時代時期：縄文時代中期（加曽

利E式） 器種：深鉢形土器文様：隆帯．単節縄文 (RL)

6 出土位置：SK 注記：SKNa2 時代時期：縄文時代中期（加曽利E式）

器種：深鉢形士器文様：隆帯，縄文（原体不明）

7 出士位置：表士 注記：表士NaI 時代時期：縄文時代中期（加曽

利E式） 器種：深鉢形土器文様：隆帯，縄文（原体不明）

8 出士位懺： SDI 注記： SDI Na 5 時代時期：縄文時代中期（加曽

利E式） 器種：深鉢形土器文様：隆帯．単節縄文 (RL)

9 出士位箇： SDI 注記： SDlPl 1 時代時期：縄文時代後期（堀之

内 l式） 器種：深鉢形土器文様：把手部分に孔，隆帯．単節縄文 (RL)

10 出士位置： 8住,SD3 注記： 8住頂区Na8, SD3 Na 9 時代時期：

縄文時代後期（堀之内 1式） 器種：深鉢形士器法塁：底径 70mm (残

存率 21%) 文様：沈線文．単節縄文 (RL)

11 出土位懺：8住 注記：8住 I区Na3 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 1式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文．単節縄文 (RL)

18 出土位置： SD! 注記： SD! No. 1 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 l式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (RL)

19 出士位憤： 8住 注記： 8住P51 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 1式） 器種：深鉢形士器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

20 出土位置： SD3 注記： SD3 No. 2 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 1式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

21 出上位筐： SD! 注記： SD! No. 1 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 l式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

22 出土位筐： SD! 注記： SD! No. 1 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 l式） 器種：深鉢形士器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

23 出士位置：8住注記：8住 l区No.1 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 1式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

24 出土位懺：表土注記：表土No.1 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 l式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

25 出土位憤：表土注記：表士No.4 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 l式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

26 出士位置： 8住注記： 8住No.l 時代時期：縄文時代後期（堀之

内1式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文，単節縄文 (LR)

27 出土位置： SD3 注記： SD3 No. 5 時代時期：縄文時代後期（堀

之内 l式） 器種：深鉢形土器文様：沈線文

28 出土位饂： 8住注記： 8住m区No.3 時代時期：縄文時代器種：

深鉢形士器文様：沈線文，無節縄文 (L)

29 出土位置： 8住注記： 8住No.1 時代時期：縄文時代後期器種：

深鉢形士器文様：単節縄文 (LR)

30 出土位贋： 8住注記： 8住4区No.9 時代時期：縄文時代後期

器種：深鉢形土器文様：単節縄文 (LR)

31 出土位置： 8住注記： 8住No.1 時代時期：縄文時代後期器種：

深鉢形土器文様：単節縄文 (LR)

32 出土位置：表土注記：表士No.3 時代時期：縄文時代後期器種：

深鉢形士器文様：条線文

33 出士位置：SD! 注記：SD! No.2 時代時期：縄文時代後期器種：

深鉢形士器文様：条線文

34 出土位圏： 8住 注記： 8住m区No.8 時代時期：縄文時代後期

器種：深鉢形上器文様：条線文

35 出土位憤：SD3 注記：SD3 No. 9 時代時期：縄文時代後期器種：

深鉢形士器文様：条線文

36 出士位置：SDl 注記：SD! No.1 時代時期：縄文時代後期器種：

深鉢形士器文様：条線文



10cm (1/3) 

第 61図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区出土遺物 (1)
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第62図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区出土遺物 (2)

4 出土位置 ：8住 注記： 8住II区Nu8 時代時期：弥生時代中期

文様：付加条縄文 {RXRか）

5 出士位置： 8住注記： 8住II区Nu5 時代時期：弥生時代後期

文様：複合口縁，複合部刺突文（指頭か），単節縄文 (RL)か

6 出土位耀：不明注記：無し 時代時期 ：弥生時代後期文様：単

節縄文 (RL),結節文

7 出土位置 ：SDl 注記： SDI Nu 5 時代時期 ：弥生時代後期 文様 ：

単節縄文 (LR),結節文

8 出士位置： SDl 注記： SDI Nu 2 時代時期：弥生時代後期器種：

壷形士器文様：付加条縄文 (R-S)備考：内面剥落

9 出士位置： SDl 注記： SDl Nu 1 時代時期：弥生時代後期 器種：

壷形土器文様：付加条縄文0-Zか）備考：内面剥落

10 出土位置：表採注記：表採Nu2 時代時期 ：弥生時代 後 期文様：

付加条縄文 (LR+2R)

11 出士位置：8住 注記：8住 I区Nu3 時代時期：弥生時代後期(+

王台式） 器種：壷形土器（大型） 文様：口唇部突起貼付，口唇部刻み（縄

文原体），口縁部櫛描波状文 (3本櫛歯） 備考： 胎土に金雲母を含む

12 出土位置 ：SDI 注記： SDl Nu 5 時代時期：弥生時代後期(+

王台式） 器種 ：壷形土器（中 ・小型） 文様 ：横区画波状文，櫛描文 (5

本櫛歯）

13 出士位置：8住 注記：8住 4区Na5 時代時期：弥生時代後期(+

王台式） 器種：壷形土器（中 ・小型） 文様：櫛描文 (3本櫛歯） 備考：

胎土に金雲母を含む

14 出土位置：8住注記：8住II区Nu7 時代時期：弥生時代後期(+

王台式） 器種：壷形士器（中 ・小型） 文様：横区画波状文，櫛描文 (5

本櫛歯）

15 出土位置：8住 注記：8住 4区Nu7 時代時期：弥生時代後期 (-t

王台式） 器種：壷形士器（中・小型） 文様：付加条縄文 {R-S,L-Z) 

16 出士位置 ：SD3 注記： SD3 Nu 7 時代時期：弥生時代後期 (-t

王台式） 器種：盈形土器（大型） 文様： 付加条縄文 (LXL) 備考 ：胎

土に金雲母を多量含む，内面剥落

17 出土位臨：SDI 注記：SD!Pl 時代時期：弥生時代後期（十王台式）

器種：壷形土器（大型） 文様 ：付加条縄文 (LXL)

18 出土位置： SD3 注記： SD3 Nu 4 時代時期：弥生時代後期 (-t

王台式） 器種：壷形土器（中・小型） 文様 ：付加条縄文 (R-S),底面布

目痕

19 出土位置： 8住注記： 8住 I区Nu1 時代時期：弥生時代後期

（十王台式） 器種 ：壷形土器（中・ 小型） 法量 ：最大径 114mm (残存

率 15%) 文様： 縦区画内綾杉状文． 櫛描文 (3本櫛歯）

20 出士位置 ：8住注記 ：8住m区Nu7, 8住 4区lllo.4, 時代時期 ：

弥生時代後期 (-t王台式） 器種：壷形士器（中型） 法量：頸径 99mm (残

存率 13%),胴径 174mm(残存率 7%) 文様：口縁部無文．隆帯 1条（指

頭押圧），横区画直状文，縦区画 3条． 縦区画内波状文（下→上），縦区

画内綾杉状文．櫛描文 (4本櫛歯）． 付加条縄文 (LXL) 備考：外面炭化

物付着

21 出士位置：8住注記 ：8住 II区Nu5 時代時期：弥生時代後期 (-t

王台式） 器種：亜形士器（小型） 法量：底径59mm(残存率55%) 文様：

付加条縄文 (LXL), 底面砂痕備考：胎土に金雲母を多量含む

22 出土位濫 ：8住 注記： 8住皿区Nu8 時代時期：弥生時代後期

（十王台式） 器種：高坪形土器（片口付） 法量：口径 124mm (残存率

14%) 文様 ：片口部付近格子状文（箆状工具）．横区画直状文，大振り

波状文．櫛描文 (4本櫛歯） 備考 ：胎土に金雲母を多量含む
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第63図 三反田蜆塚遺跡第3次調査区出土遺物 (3)

第 63図

出土位置： SDI 注記 ：SDI泌 5 器種：敲石 石材：砂岩 法量 ：

長さ 132mm, 幅 56mm, 厚さ43mm 重量 ：340.1 g 備考 ：長軸両端

の2箇所を使用，下端は裏面寄りに敲打痕が集中する

2 出土位置： SD 注記： SDS6 器種：敲石石材：砂岩法量：長

さ98mm, 幅 66mm, 厚さ 37mm 重量： 358.6 g 備考：長軸の端部を

使用，表面寄り に敲打痕が集中する

3 出土位置：8住注記：8住 I区泌 l 器種：磨石石材：石英法量：

長さ 78mm, 幅 52mm, 厚さ 26mm 重量 ：152.4 g 備考 ：全体的に磨

滅する，被熱による変色（黒化）が認められる

4 出士位置：8住注記：8住 I区Na1 器種：磨石石材：砂岩法量：

長さ 104mm, 幅 70mm, 厚さ 41mm 重量 ：396.8 g 備考：表面は最

も高い部分を中心に，裏面は中央の窪みが残されて環状に磨滅する，被

熱による変色（赤化）が認められる
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図版 1 試掘調査 (1)

辺~ヤ尋
津田若宮遺跡第8次調査区（南東から）」、一 ---

3 岡田遺跡第 19次調査区（東から）

4 岡田遺跡第 19次調査区5号トレンチ（北西から）

5 東石川内後遺跡第 1次調査区（北東から）

8
 

9 金上向山遺跡第 2次調査区 （北東から）

10 飯塚前遺跡第2次調査区（東から）



図版 2 試掘調査 (2)
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11 西中根遺跡第 3次調査区（南から） 16 磯崎東古墳群第 8次調査区第 1号石室（北西から）

12 三反田新堀遺跡第 16次調査区（西から）
17 磯崎東古墳群第 8次調査区第2号石室（東から）

13 磯崎東古墳群第8次調査区全体遠景 （南から）

18 磯崎東古墳群第 8次調査区第3号石室（北西から）

14 磯崎東古墳群第8次調査区第 1号墳（南から）

19 磯崎東古墳群第8次調査区第4号石室（北から）

15 磯崎東古墳群第8次調査区第 1号石室（北から） 20 畠ノ原遺跡第2次調査区（北東から）



図版 3 試掘調査 (3)• 本調査 (1)

21 畠ノ原遺跡第 2次調査区3号トレンチ第2号住居跡 （南東から）

26 三反田蜆塚遺跡第3次調査区 （南から）

22 金上塙遺跡第 7次鯛査区（北から） （右奥の森に古墳がある）

27 =反田蜆塚遺跡第3次調査区第8号住居跡（南から）

23 金上塙遺跡第7次調査区第 1号住居跡 （東から）

28 三反田蜆塚遺跡第 3次調査区第 8号住居跡ピット1(北から）

24 金上塙遺跡第 7次調査区第 3号 トレンチ （北西から）

29 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第 8号住居跡ピッ ト1(西から）

25 三反田蜆塚遺跡第3次調査区遠景（南から）



図版4 本調査 (2)

30 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第8号住居跡遺物出土状況（南から）

ピ
35 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第5号土坑（北東から）

,l-.r;~ ふ--m.1.hf&.. .; 
31 ~ 反田蜆塚遺跡第3次調査区第 1号溝跡 （南西から）

32 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第 1号溝跡遺物出土状況（南西から）

37 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第8A・B号土坑（南東から）

こ

33 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第3号溝跡 （南西から）

~ 
34 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第3号溝跡底面の鋤先痕（北東から）

38 三反田蜆塚遺跡第3次調査区第BA号土坑遺物出士状況 （北東から）
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ツダワカミヤ ひたちなか市
08221 135 36°40'38" 140°48'69 

20110201 
24 nl 

津田若宮 津田字若宮
26.0m -20110202 

オカダ ひたちなか市
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20110208 
170 ni 

岡田 三反田字八幡 -20110210 
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08221 072 36°36'72" 140°54'97" 220 m 

20110607 
37 rrl 

飯塚前 ：：：：：反田字新平 -20110609 

ニシナカネ ひたちなか市
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56 rrl 

西中根 中根字城之内 -20110622 

ミタンダシイヅカ ひたちなか市
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20110722 
154 nl 
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22.0m -20110823 

ミタンダシンボリ ひたちなか市
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20110803 

三反田新堀 三反田字新堀
22.0 m -20110806 54 rrl 

イソザキヒガシコフングン ひたちなか市
08221 240 36°38'03" 140'62'43" 

20110830 

磯崎東古墳群 磯崎町
230 m -20110924 414 rrl 

ハタノハラ ひたちなか市
08221 117 36°37'44" 140°53'84" 230 rrl 

20111124 
102 rrl 

畠ノ原 金上字畑ヶ原 -20111208 

カネアゲハナワ ひたちなか市
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96 rrl 
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